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1918......338， 694 kg 1 kgは毛皮の4乃至5枚lこ当る.
1923… 157，401 1/ 
1928… 27，998 庁
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第 2表 Nutriaの体重，月齢区分による度数表(屠殺処分のものと，生体観察のものと混花〕




9 5 5 5 5 10 
10 1 2 2 1 1 4 3 7 
1 
12 2 1 2 2 1 1 6 3 
9 




16 2 2 
2 
17 1 1 2 2 
18 1 1 1 1 2 2 4 
19 1 1 1 
23 1! 1 1 
2 
30 1 2 1 3 4 




36以上 6 6 6 6 12 



























綿毛の色相においても良品とされる濃灰色 (darkblue slat巴 color) のものは少く，下級品
に属する淡チョコレート灰色 (slightchocolate slate color)或は最も下級品と見られる帯赤
灰色 (redishslate color)が多い.Las Tres Lagunus Wでは突然変異として白色 (white
color)，黄金色 (goldencolor)等がある.わが国産 Nutriaは以上のように思条件に拘ら
























THOMPSON， K. M. (1955)， Am巴ricanFur Br巴eder. S巴p. 18 P. 
HODGSON， R. G. Farming Nutria for Profit. 
SOUTHWORTH， C. K. (1954). American Fur Breeder. Nov. 18 P. 
内山市之助:昭和19年(1944)民主世界， 11月号.
E 資料の採集と調製
1. 3ヶ月胎児 1腹 1頭: これはほ獣を屠殺処分してえた Ui). 109ぢフォルマリン溶
液に浸漬して貯蔵した.
2. 出産後の幼獣 1腹: 10月15日生， () 5頭， 9 2頭， 乙の内()5頭を飼育中に，生後
2日(10月16日，生体量130瓦)， 1ヶ月(11月14日，生体量450瓦)， 2ヶ月(12月15日，生




3. 生産後の幼獣 1腹: 3月25日生， () 2頭， ♀1頭， 乙れを飼育中合 2頭は約3ヶ月
で死亡， ♀1頭を頼りに生後 1ヶ月(4月25日，生体量500瓦)， 2ヶ月(5月25日)， 3ヶ月





生体量(貫) 約1.0 約1.5 約 2.0
kg 3.5 5.5 7.5 
'" (頭〕 5 
5 5 
早 (1m) 5 5 5 
毛皮用原皮の為め腹部毛皮の資料ば採取不能，背部毛皮の資料を採取， 乙れ等で牝牡性日1]，
又は休位による差異を調査した.
5. 毘家に飼育巾の成獣， () 2頭，♀ 2頭計 4頭から冬季(1956， 1月28日)，夏季
(1956， 5月30日)lと背， 胆の毛ー撮みを採取し， これを寒暖2季の毛の比較にあてた.生
体量()9.3 kg， 7.8 kg， ♀5.6 kg， 5.3 kgであった.
6. 1ヶ年間を通じて月別に成獣生皮を採集するととにしたが，ついに 8月， 9月分の生
皮は採集不能であった，その他10ヶ月分の生皮をえて月見IJ)事暖の差異の調査にあてた.
以上により生皮から採毛，切片標本をえたのは約50頭分であった.


































































7. 毛!京基 (HaarAnlag巴)の発育過程は STOHRの原語に基いて羽部，上以等(京都大
学)が使用した毛茅期 (Haarkeim-Stadium)，毛栓期 (Haarzapfen-)，球栓期 (Bulbusa・
pfen-)，鞘毛期 (Scheidenhaar-)の4期として，又この4期の毛原基を毛茅 (hairgerm) 
として一括することもある.それ以後，体表lこ現われて落毛に至る発育過程は，幼毛期(毛
頭までの発育)，青毛期(毛柄の発育中)，成毛期(毛根部の発育l担から損状毛の落毛まで)
の3期とし，その期間の呼称を各々幼毛，青毛，成毛，根状毛 (youngerhair， young 
hair， club hair)とし，また幼毛と青毛を一括して発育毛 (growinghair) と呼ぶこともあ
る.更に毛j民法 (anlage)，毛母基 (matrix)，毛包 (follicle)は毛D先主主主の羊(立を表わす
ので，時にこれを混用するJbj台もあるが， とくに毛母基と毛包はi司Uぷi床iこ{史用しているJ必





M， 3M， A， 2Aの符号で表わし， これを|児度i記号とする.その内訳けは次のように分った.












10. 成長記号，毛手_， iりJ毛⑨， 青毛⑤，成主つ，の品守と，毛*C'， Y;iJも C，青毛
Y，成毛Oの文字記号で表わした.
11. 発生記号 (developmentmark). 1毛包lこ1毛がある12合これを単生毛 (solitary
hair)とし，その状態を単生するとした.これを S. 記号で表わす. 1毛包に 2毛がある場
ツイセイモウ
合，対生毛 (couplehairs)，対生する， P. とした.
νソぞイモウ
1毛包に 3毛がある場合，連主毛 (triohairs)， j主主する. T. とした.なお対生毛来
(couple hairs bundle)，連生毛束 (triohairs bundle)等を用いる.
12. 以上の世代記号，成長記号，発生記守:土多く組み合せて使用した. 例えば P.O.Y.
とせば成毛，青毛v対生するもの， T.O.O.Y.，又は T.20.Y. は成毛2個と青毛l1l討が
連生することである.










毛織縫η分類: 多くの晴礼淵 J) eはともと下Eとのあらまし 2つに分つことほ容易で






|♀31 よl 生体量kg 




l 屠殺処分(1月) 初上| 5.40 
2 屠殺処分(10月) O 18以上 5.60 N.B 
3 1腹出生月別融処分(旬開生〉 古 生後2日 0.13 K.N.O (10 J316日〉
4 1/ (11月14日〉 色 1 0.45 K.N.1 
5 1/ (12月15日〉 o 2 0.60 K.N.2 
6 ノγ (1月15日)古 3 0.80 K.N.3 
.-一一一一一」一~一一一一一一一一ー-ー一 一一『
7 " 4 1.10 K.N.4 
8 飼育 81ヶヶ月月後後採死毛亡 ( 3月25日生) I !f 円 0.50 K.N. V-1 (4 J325日〉
9 2 ケ月 ( 5月25日〕 ♀ 2 K.N. V-2 
10 3 ケ月 (6月25日) ♀ 3 0.90 K.N. V--3 
11 4 ケ月 ( 7月25日〉 ♀ 4 1.20 K.N. V-4 
12 6 ケ月 (9月25日〉 ♀ 6 1.50 K.N. V-6 
13 8 ケ月 (11月25日〉 ♀ 8 2.50 K.N. V-8 
14 (〔 1 月28 日) o 24以上 9.30 N.C 農家飼育動物から採毛 5Fl30日)
15 u 吉 /ノ 7.80 N.D 
一一一一一一一一一一一一
16 1/ 1/ 5.60 






(立制幅を 10μ 間隔の(級問 10μ で)階級で煩幅~幅の-+均 fl立を調査した. さらに名ー も
を5mm間隔で毛長))階級12j}かつて各市位を測定し，その G長の級内でl月葉毛とH音葉毛
とをI又冷してil!U定11'{U)'1リ~Jflr{を求めた.
尚 ~í- sHcノ) Sump ωf;~{ "j~， :~-H!じJ)片山県本などu)州ゴモ〆主xえて巴ω}jま具合ijった.
色。)先'1二と己Hr心h足立 3ケ)J胎児， I1江ωi'¥plt~{後， ) J j;IJえM孔 1， 2， 3， 4ケ)JF!， 
及び，州U'幼fiJ8ケ)J I:{ の ~)-H ~}J}-['様*の副祭をキJ!I(1 した.











生体量，性別による変異，生体:量を 7.5kg(2賞)， 5.5 kg (1.5貰)，
外に 3区分して各区に♀合各5頭分の採毛資料をあてこれを調査した
3.5 kg (1貫)内



























WoUhaar Grannenhaar Leithaar 
protective hair 
称呼般
fur， wool hair， 
ground hair， under 


















さらに TOLDTは狐 (CanisVulpes) 1935，の被毛を分類して (1) Leithaar， (2) Leit-
grann巴nhaar， (3) dicke Grann巴nhaar， (4) dunne Grannenhaar， (5) Grannen-wollhaar， 





F. W. DRy!1l (1926)によると， mouseや ratでは毛の黒色系は常に皮質，髄質にあうて
広大水音産紀要 3 (1) 1960 11 
頼枕である.又tirf色素l士漉iY?色の屯の部分でほ髄買の臨時一(実質〉の上部に明らかに黄色の
願1dとして存在:していあが，その隔医の:!It部では禰向性である. この黄色頼枕は常!C干fこい
小球形であるとして globule!':~ ti globular pigrr.entとlI']'.んでいる.又この小球は色主の





































12 広大水畜産紀要 3 (1) 1960 
を示すと次のようであ0.
1 5表 4ヶ月幼恨の小型毛の柄柄と烹怖の関係表
柄中高 (μ) H庁 葉 毛 明 ヰシ本古二t 毛
No. 級問1.8μ， …四しむ附|品献のし肘 最も頻度の高い場合l代表{直
禁的 μ( 必 葉町iμI % 葉帆 μ| % 
1 11.7 11.7 58 11.7 58 。 。
2 13.5 13.5 39 15.3 50 。 。
3 15.3 15.3 6 20.7 40 。 。
4 17 .1 22.5 29 24.3 16 
5 18.9 24.3 12 24.3 40 
6 20.7 24.3 3 26.1 38 




級間1.8μ， 代表値 日青葉毛気づ 切j 葉毛%
9.9 100 。
2 11.7 100 。
3 13.5 1∞ 。
4 15.3 100 。
5 17.1 64 36 
6 18.9 29 71 
7 20.7 8 92 
8 22.5 。 100 
日青葉が 100%の小型1tでその制幅が 9.9μ，11. 7μ， 13.5μ. 15.3μ，の場合は葉幅と柄
幅とが令しく， クじき剤1りで， 縫HtI¥のものが名区に58%，39 %， 6 %と減少しており，
川葉 Eを含む柄幅 17.1μ 以上では葉幅は凡て制幅より広い.以上のように小型毛では





生後 1ヶ月より 4ヶ月と換毛につれて明暗葉毛の混生域が拡長して来ると共に(第 9，10， 
11， 12図)， 前月までは明葉ものみで高角度を保っていた階級が混生域に加わると明葉l隔は













な1)j色に変1) C淡茂色→俳亦lt色， 11む Eは乳 ìli~色 'I";B 1リ l から淡的乳ìg~色であ 0) 一色葉(士濃町
色の芭珂郊と黒褐色の Ü'~ 1iß に扶まれた "il!i0) Jl~ l、i査lリJ'貯を表わす.これを川rQ3Mとする
(写41，42， 43図) との|リJ. 1I(m; tの出生(';~ì'~を上巳と下巳の分I[IH'~ とみてIl?i葉色を下 Eの
















鑑月IJ規準 Ccriterion)K =ー 0.2585で， K<Oであるからピアソン系の曲綿では第一型に
属している(第21，22， 23表)，成獣の下毛及び分岐下毛の柄幅の平均値は調査表(第75表，
97， 98表)のように背毛で 12→16μ，1反毛で 10→12μ の間にある.
背下毛の観察例を示せば次のようである. と毛の尖端は 2μ，尖端の透明郎ば約 0.14mm 
で黒褐色ぷ制約:が点1fしていて髄質はない，その法郊のl隔は 4.51'.， この)f部から黒flIJ色ぷ
如、村;の多いeLに入 1) 0.4 mm統いてその山部は幅 13.5μ である E葉はもとの尖端よ
りli':e長のま艮1ft:， 5 mm付近が最広部で葉1t1:iI15.3μ，髄l幅 2.7μ で県福色頼約;が皮質に多
e:liUは令官長の略"1たで空白l悩 11.7μ， 巳t0ilまも球下端より公ce長のま付近で刷幅 13.5 I~. 
髄幅 2.7μ，舌球下端より 2.5mm の E根上位で髄質の痕湖、の始まる付近は "W~ 11.7 It， 




分岐上毛の観察例，毛長 2.5cm明度 2Mの明葉芭と，先は 0.25mm 透川で Eとの長
14 広大水害産紀要 3(1} 1960 
勿 5図 毛 ポ丙 田再 図
→毛の先端K向って
柄 13.5 !-t 
司自 2.7μ 
ヌ日し 室 6.3μ 
: 6.3~ 6、3: 隔壁(実質〉 6.3μ 
さは約3.5mmで，その某I隔は 15.3μ，側IV百は 9.9μr月帯の最広部は毛亡先から 0.56mm
にあって，葉幅は 22.5μ，悩幅 8.1s， r旧帯の長さは 2.5mmで， この葉幅の最広部は明
惜の某部lζ近い.即ち明度2Mの規格に当る.
毛頭部は毛の中央を占め頚幅は両端から 1.25cm付近で，頭幅 17.1μ，髄幅 6.3μ，
毛柄幅はは毛の下端より 0.6cm付近で， 22.5μ 髄幅 11.7μ，根幅は宅球端より 0.7mm 







つきる辺りに髄質の痕跡が ~1 われる.ここを毛tの五五部とする.との t&;幅 80.1μ，側幅
51. 3μ である.
毛での先端より約 1cmで毛葉の広幅部で葉幅 (a)は 164.7μ，相IJ柄拘)は 62.6μ，
髄幅 (c)101.7μ， この毛葉部t;欽拐[立の目白葉を示している.毛頭部lこ下り，頚幅は125.1μ，
側幅 56.7μ，悩幅 80.1Il，でやや淡色にな6.根も球は約 0.5mmで球幅は 96.3μ，
モ根部はts.f求端から 0.7mm-1mm の佼~i': で根市原 65.7μ (1 00%)，側 Ip同 53.1 p. (80%) 
で，いづれも色系車~i牧なく乳濁色である.
iti:，毛でと(まちの尖端の髄質の痕跡までをいう.~う1己とはもでの先端の透明部をいう.
2) 明葉毛，毛長 4.5cm，明度 3M，
毛主の先端透明の部分 0.35mm. その京I恒 11.7μ，これより毛tの濃色部に入り，黒
褐色部が約 2.84mmつづき， RJ .Yrl;との境で半透明となり髄質の痕跡を認める.この部分
の幅は 5 1. 3μ (1 00~めで側l隠は 3 1. 5μ(60%) である.毛こéの尖端から約 7.1 mmが
毛葉の広幅部で葉幅は 184.5μ，側幅 74.7μ. (40%)，悩幅 146.7μ である. 乙の広幅部
は中心に左右に長さ約 8mmの明かるい透明の黄色の|リ]帯がある.
毛頭部では幅は狭くなり，毛幹のほぼ中央で最も狭い部分の頭幅は 94.5μ (100%)，側
幅 62.1μ(65%).髄幅 40.5μ で黒褐色である.
毛柄部では柄幅は 121.5μ (100%)，側幅 53.1μ(44%)，髄l隔 78.3μ で，やや淡色に
なり灰褐色である.
根球の長さは 0.7mmで中央の球帽は 67.5μ， i昆球端ーから約1mmの部分が毛根の
最狭部で，根幅 62.1μ，側幅 49.5μ である.
3) 小型明葉毛，毛長 3.0cm明度3M，
毛t尖端即ちで先の透明部 0.5mmその某幅 13.5μ，毛古の長さ約 3.0mmその基
大泰司:毛皮獣の被毛 15 
幅 29.7μ，側幅 17.1μ である.これより明帯が約 6.0mmつづき，=C先より約 6.0mm
が中央の広幅部で葉幅は， 150.3μ (100%)，側幅 60.3μ(40%)，明幅 114.3μ，毛頭は
毛幹の中央で最狭部を示す頚幅は 62.1p.，側幅は 44.1μ，髄幅 26.1μ である 毛幹部は
98.1μ，側幅 44.1μ，髄幅 62.1μ である.
視球の長さは 0.5mmで，球幅は 71.1μ，本昆球の端より 0.71mm.で髄質の痕跡と梶















乙の I~l帯は第 2 上毛ではその毛葉の大部分を占めて|日j度 2M-3Mであるが，大型上毛の第























広大水畜産紀要 3 (1) 1960 
TOLDT (1935)が狐ω被一色でノJ;している Lcit-haar，Leit-grannenhaar， dicke Grannenhaar， 
dunne Grannenhaar， Grannen-wollhaar， Woll-haar，に準じた;J類がえられる.
折線~1 (第22-25凶)ωノjミすように己Lと， (;Iiu'i，色戸川tlUJIHJにはややりjらかな相関関係が認
められる.上毛とドニ巳ω分l岐城では上=色はおおむねIVJ惜;の|目度は 2M級であるが， こω域を
離れて，毛長， fl!jl悩が治すとIVJ)止3Mとなる (2.5--3.0ιmdunne Grannen・haar. 廷に毛
長がJ営すと (3.0-5.0 cm)毛葉ωi誌も!よい，'¥i5分が白ij)jに移る傾向があり I山'貯は 3M-2
Mを示して毛ω1.115たに当る毛頭ωくびれが深く，全被毛qJで柄l幅，葉幅とも最大の場合が多
い， こωタトjじは古代ωヂ(ほこ)ω ょうで， 代表的な第 2上毛である (dickeGrannen. 
haar)_ 




しもとに近く 116っているので， ~Û~ はlIì了色をJ唱してゆき還に全毛が暗褐色，黒褐色に変り
(M→A→ 2A)代表的な第 1上'eとなる.
これは第 2 仁 E と第 l 上'é 心 I~IJ 問盟から第 l 上白ω変異を表わしている CLeit-grannen­
haar →Leithaar)_ 
次に腹部i上毛ω例を示すと.
1江崎上毛の例，砂j葉毛，毛長 3.8cm， Gじ 2.1mm乙れはと光から髄質の痕跡までを
!以則とする， こω問に褐色頼杭なし，毛色ーの基幅63.9μ，毛葉のI-t央はで先から約 1.26cm 
が故広市で，葉幅 150.3μ (100%)，側幅 60.3μ(40%)，髄幅 78.3μ，淡黄色透明であ
る.毛煩の最狭，'¥{5は毛幹のl略IJ:Jとでと先から約2cmにあり，頭幅 81.9μ，側幅 35.1p.， 
髄幅 27.1μ，灰色である.毛柄は槌球端から約 1cmの柄幅は 89.1μ，側幅は 51.3μ，
悦l福 56.7μ で，淡灰色である.毛根は梶球端をら 0.71mm が最狭部で，根幅は 49.5/~，




















317 25.92 24.30 26.05 
013 1506  29.34 29.34 30 
????字型
lOi~:6I11 7 %;I : 1 1 1 I I 1 I 1 1 1 1 1 1 1トlolEト01
?:lt:14l l 1 1 IIl 841 01針。01
昨531J1I1I414141li i liill i|4112hoi…19.651 
1勺ヤゴ l l | |114141JJJ l l 1 J l i十 1~ljj2.1 2L50123.19 













24 32 9.9 
16 21 11. 7 










































2 3 2 2 2: 24.3 同
3 2 。26.1 
|1 
叫d判1810124 142 148 127 151_11 
[1 1 1 1 1221 12  163  1判|判16111 1 8 11411 1 2 1 3 1 3 1 2 I 4 I 1 I 4 I 1 I 5 I 1 I 2 I 0 I 2 
???。2 。。2 3 ??
????
3 ! 27.9 
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S (x) a十S(X2) b=S (xy)・・・…(2)




l-…門1747T主主将日明 暗→ mlmlm 百11m1 m 1 m 1 m a 1 m 1 aトーπ1 μ μ 
9.9 56 100 10.67 
1内 11. 7 37 100 12.48 
市民 13.5 37 37 100 14.76 
代
表 15.3 
49 49 100 19.71 
{立 17.1 92 67.4-! 32.6+ 21. 59 23.28 分
μ 18.9 35 ! 57 92 38.0 62.0 23.53 24.46 l皮
域
20.7 9 58 86.5-24.50 26.35 
22.5 43 43 28.90 
24.3 24 24 100 33.38 
26.1 15 15 100 35.50 
27.9 1 17 17 100 39.30 
29.7 9 9 100 41.50 
31.5 2 14 14 100 47.80 
33.3 1 6 6 100 57.60 
35.1 3 100 62.40 
2 。 。。3 。
30.61 0 I…o ! 0 ~2.~ 0 131.5 
毛葉の
20 広大水害産紀要 3 (1) 1960 
以上のように肱毛の毛=c.:， 三E~nま透明で光、沢 l乙富み，モ柄も淡灰色の半透明であり，外観
は光沢の強い淡黄灰色→淡黄褐色である.
第 7図 小型毛の毛柄と毛葉との関係、図 (K.N.4背毛〉





















??11. 7 13.5 15.3 17.1 
葉幅代王位μ
第 9表陪葉毛の場合(作図のA線)
Animal no. K. N. 4背毛
柄幅，級問1.8μ 観察{高 期待値
x n x2 xy 
μ μ l代表情μ y Yμ 
9.0 10.8 9.9 10.7 。 1 。 。 10.66 
10.8 12.6 11.7 12.5 1 1 12.5 13.17 
12.6 14.4 13.5 14.8 2 1 4 29.6 15.68 
14.4 16.2 15.3 19.7 3 1 9 59.1 18.19 
16.2 18.0 17.1 21.6 4 1 16 86.4 20.70 
18.0 19.8 18.9 23.5 5 1 25 117.5 23.21 
19.8 21.6 20.7 24.5 6 36 147.0 25.72 
??•• 
?





• 、 ， ??、????? ?
7a十21b=127.3…(1) a= 10.66μ Y=bxートa









x n x2 xy 
μ μ y Yμ 
16.2 18.0 17.1 23.3 。 1 。 。 18.99 
18.0 19.8 18.9 24.5 1 1 24.5 22.84 
19.8 21.6 20.7 26.4 2 1 4 52.8 26.69 
21.6 23.4 22.5 28.9 3 1 9 86.7 30.54 
23.4 25.2 24.3 33.4 4 1 16 133.6 34.39 
25.2 27.0 26.1 35.5 5 1 25 177.5 38.24 
27.0 28.8 27.9 39.3 6 1 36 235.8 42.09 
28.8 30.6 29.7 41.5 7 1 49 290.5 45.94 
30.6 32.4 31.5 47.8 B 1 64 382.4 49.79 
32.4 34.2 33.3 57.6 9 1 81 518.4 53.64 

















lla+ 55b= 420.6…(1) a=18.99 Y=bx+a 
55a十385b=2526.2・(2) b=3.85 =3.85x十18.99





































































































8a! 28b= 346.4.・・(1) a=25.77μ Y=bx トa
28a '-137b= 1409.7・(2) b= 5.01 μ = 5.0Ix-:25.77 
x=O・…・・・……..Y=25.77μ





































9.9 11.7 13.5 15.3 J7.1 1"，92υ7 :t2 ~ :!4.3 2o 1 27929.7 31，) 33.3 35.1 
柄幅千t垂恰 u
下毛と上毛の分岐域(との様式の調査表より第 9-12図をえた〕

























































































































腹毛 Abdominal Hair 
毛柄幅 (μ〉 目指葉隔〈μ) I 明菜幅〈μ) HE葉，明葉，脳平均| 明I陪比率
1.8μ l代表値
間隔階級μ μ で|剰で{直i平均数ヤI~;大l平?値比Fiヤlt大l可~1iê: ISf
5.4 
7.2 9.0 1 8.1 
9.0 10.8 I 9.9 
10.8 12.6 I 1. 7 
12.6 14.4 I 13.5 17.1 22.5 18.90 4 17.1 4 100 。
14.4 16.2 i 15.3 17.1 18.9 17.10 6 17.1 18.9! 17.10 6 100 。
16.2 18.0 17.1 18.9 20.7 20.70 3 22.5 26.11 24.30 4 18.9 26.1 43- 57+ 
18.0 19.8 18.9 22.5 26.1 24.30 4 22.5 26.11 24.30 4 22.5 26.1 24.301 8 50 50 
19.8 21.6 20.7 24.3 40.5135.10 3 24.3 40.5 35.101 3 
。100 
21.6 23.4 22.5 26.1 47.7136.90 7 26.1 47.7 36.901 7 
。100 
23.4 25.2 24.3 26.1 35.1 31.50 2 26.1 35.1 31.50 2 。100 
25.2 27.0 26.1 
27.0 28.8 27.9 
28.8 30.6 29.7 
第 14表 生後，発育過程中の明， n青葉毛分I技域の百分率度数表
動物記号→ K.N.1.背毛 K. N. 2.背毛
代柄表値幅μ 暗葉必 I明葉労暗葉%1明葉労 陪葉必|明菜%暗葉労|明葉労
11.7 100 
。
13.5 100 。 100 。 100 。
15.3 100 。 73+ 27 100 。 100 。
17.1 100 。 52+ 48 100 。 64+ 36-
18.9 100 。 17+ 83- 96+ 4. 29- 71+ 
20.7 100 。 。 100 83十 17 8 92+ 
22.5 73- 27+ 。 100 60 40 。 100 
24.3 30 70 。 100 12- 88+ 
26.1 11+ 89- 。 100 
27.9 
第 15 表
記動 物号 K.N. Vー 1 K背.N.V毛2. I ~背.N. V毛-3. K 背N.V毛4 I K 背N.V毛~6'1 K 背N.V毛 8 →背毛
代州表{直中国μ p日葉%[明菜名 H音葉銘(明麟 iH音粥|明葉労 限必|明菜引音葉針明葉%In音葉判明葉%
13.5 100 。100 。100 。100 。|1001 。
15.3 69+ 31- 33+ 67- 91- 9+ 100 o 1 100 o 1 100 
。
17.1 32・ 68・ 20 80 33十 67 95+ 5-i 97一 3+ 1 96 4ヤ
18.9 15- 。100 9十 91 54+ 46- 83- 5十
20.7 7- 93十 。100 25・ 750 56+ 44 27+ 73-1 83- 17十
22.5 。100 。100 25・ 750 500 j 500 450 550 I 73+ 27-
24.3 。100 。100 。100 50。 33十 67 33+ 67-
26.1 。100 。120 17 83+ 29- 71+ 90 910 43 57+ 
27.9 
。100 17. i 83十



















































































































第 16表 毛叢(上毛+下毛)の度数分布表とその分岐表(第 13図l己表わす)
Animal no. K. N. 4背毛
観察給、: 1 小型毛
1.8μ 級 問 10μ 級 間 数に対 1部の毛，明葉， 下毛，分岐毛，上毛の
する暗比率 分 離
階級μF子|臨 階級μ|代表値14トャ叶蚊上毛下分毛度毛岐下と| μ 56969696 分l皮毛 と上毛 の頻% 
7.2 i 9.0 I 8.1 I 0 i 10 I 5 I I I I I I下
9.0110.8! 9.9 I 314 I i I I I 314 
毛 1
12.6 i 14.4 i 13.5 '1，873 1 1 -w 1，873 
14.4 : 16.2 1 15.3 i 982 1 1 1_1 982 
16.2 i 18.0 ! 17.1 I制 分 280I問分
18011981189i m102015刊 8I I I I I !~ i~;~片28iE 
19・812161瓜 7I 82: I I I I毛 8' 74毛
川山 I;;: ~ ;~ I 1 I 1 1 1 1 I-=: I:~工
23.4 i 25.2 ; 24 3 1 43 I I I I I I I I 43 毛;;:~!;;:~I;~.~i ~;I I I I I I I I 135 ↓ 
;7.0 I ;8.8 ! 27.9 I 24 I 20i 30 I 25I 236I I I I I I I:~ 
28. 8 ' 30.6 1 29.7 i 16 1 1 I 1 16 
30.6 : 32.4 I 31.5 I 14 I 1 1 I 14 
32.4 1 34.2 I 33.3 I 8 I 1 1 I 8 
34.2 1 36.0 I 35.1 I 9 I 1 9 
36.0! 37.8 I 36.91 1 I i 1 
37.81 39.6 1 38.7 i 91301401351671 1 9 
~I ~I ~I ~I I ~ 
50 1 60 1 55 1 28 I I 1 28 
60 I 70 I 65 i 31 i 1 31 
70! 80 I 75 I 42 1 I 1 42 
wl ~I ~I WI I W 
90 I 100 I 95 i 14! I 14 
100|1101052323 
120 I 115 I 14 I I 14 
130 1 125 I 3 I I 3 
140 I 135 1 3 I 1 I 3 
150 I 145 I 2 i 1 2 
160 I 155 i 0 I I 0 
7，113 I 16，210 I 903 
87 + I 13
%1 % 
26 広大水畜産紀要 3 (1) 1960 







毛K. N. 3. 背 K. N. 4. 
11. 7 12.45 13.14 
13.5 14.85 15.65 
15.3 16.50 18.11 19.65 18.16 
17.1 21.13 20.19 21.50 20.67 
18.9 23.66 22.27 23.73 23.18 
20.7 24.54 24.85 24.30 25.74 
22.5 26.10 26.43 











1!lIJ物記号→ I__ K. N. 1 背 毛
fj8FィtEJi|葉師観察値(山| 期待値何〕 μ
K. N. 2. 背 毛
葉同察値 (Y)1-' I期待値mμ
一一一一一
15.3 23.79 22.69 
17.1 25.45 27.01 
18.9 26.10 27.32 31. 31 31.33 
20.7 36.18 33.74 37.62 35.65 
22.5 38.93 40.16 36.90 39.97 
24.3 45.90 44.29 
K. N. 3. 毛 K. N. 4. 背 毛
17.1 23.19 22.73 
18.9 24.30 24.63 24.38 24.74 
20.7 27.90 26.76 26.05 26.75 
22.5 27.60 28.89 29.34 28.76 
24.3 31.50 31.02 








11，7 13，5 15，3 17，1 18，9 20.7 22.5 24，3 26.1 
晴唱司君値 u
28 広大水苔産紀要 3 (1) 1960 
釘 19表毛 triと毛葉との 1日開友
( 3 ) 小型暗葉毛(下毛+分 l技下毛)
動物記号→ I K. N. V-1.背毛 II_~ N. V-2 背毛
-EEF駐巳型観察値(山|型旦(Y〉μ1葉幅号待(y)μL坦F-1L
13.5 17.82 18.19 1 17.91 18.10 
15.3 19.32 19.27 1 18.70 18.30 
17.1 1 21.37 1 20.34 1 18.30 18.49 
18.9 1 20.70 1 21.41 




























K. N. V-3. 背 毛 K. N. V-4. 背 毛
17.22 18.00 19.26 19.00 
19.62 19.47 19.74 20.41 
22.14 20.94 22.03 21.81 
22.50 22.41 22.63 23.22 
23.40 23.88 25.70 24.63 
25.20 25.35 26.55 25.04 
26.70 27.44 
28.80 28.85 
K. N. V-6. 背 毛 K. N. V-8. 背毛
18.17 18.49 16.50 17.25 
20.28 20.01 18.90 1 18.63 
21. 37 21.53 20.54 20.01 
23.03 23.05 21. 50 21. 39 
24.30 24.57 22.88 22.77 
26.70 26.09 23.32 24.15 
28.80 27.61 25.50 1 25.53 




K. N. V-l 背毛 I1 K. N. V-2 背毛
云iiE安値(め μ| 期待値 (Y) μll瓦~J/:\版記Y) f1.-明両げLγ
22.72 20.81 1¥ 21.44 20.78 
23.55 24.42 1I 23.50 23.63 
26.40 28.03 1 26.26 26.48 
29.57 31.64 1 28.06 29.33 
37.80 35.25 1 32.58 32.18 
39.60 1 38.86 1 35.70 35.03 
41.85 I 42.47 1¥ 37.80 37.88 
大泰司z 毛皮獣の被毛
K. N. V-3 背毛 K. N. V-4 背毛
15.3 18.90 19.34 
17.1 1 23.40 21.99 1 18.90 20.15 
18.9 25.56 1 24.64 1 24.46 22.59 
20.7 26.40 1 27.29 I! 25.32 25.03 
22.5 1 27.90 1 29.94 1 27.45 1 27.47 
24.3 31.05 32.59 1 27.90 29.91 
26.1 37.80 35.24 1 33.52 32.35 
K. N. V-6 背毛 I K. N. V-8 背毛
17.1 1 23.40 23.16 1 24.30 22.39 
18.9 1 26.82 25.61 1 22.50 1 24.98 
20.7 1 27.68 28.06 1 26.82 1 27.57 
22.5 1 30.19 30.51 1 32.80 1 30.16 
24.3 1 31.05 32.96 1 33.30 32.75 
26.1 1 34.20 35.41 1 30.15 1 35.34 
27.94O.24 1 37.86 1 41.22 37.93 



















13.5 15.a 17‘1 18.9 20.7 22.5 24.3 26.1 27.~. 
6タ月
29 
第161ヨ分|政j点の同町と束中国の関係lヨ(K.N. Vー ト>8)明菜と1青果の分強 ~17図分I~主j~の悶幅と葉l隔の関係閣 (K.N. V-l→8) ~ 
明案とH音葉の分譲
生後




， ， 目盛ケ弓一. 島 回



























13.5 15.3 17.1 18.9 20.7 22.5 24.3 26.1 27.9 
栴幅代表組ρ




Animal no. K. N. V-8 背毛
毛柄幅〔正 1lU) |観察頻度|
Breadth of hair stalk (a) I _=Y>"LX I 
1.8μ 級問 ldi組~I eObserved 
1.8μClass interval I ëî~~~';' I frequency 
5.4 7.2 6.3 
7.2 I 9.0 8.1 21 
9.0 10.8 9.9 142 
10.8 12.6 11. 7 155 
12.6 14.4 13.5 73 
14.4 16.2 15.3 48 
16.2 18.0 17.1 21 
18.0 19.8 18.9 1 
19.8 21.6 20.7 10 
21.6 23.4 22.5 8 
23.4 25.2 24.3 1 
25.2 27.0 26.1 
27.0 28.8 27.9 
28.8 30.6 29.7 
30.6 32.4 31.5 
32.4 34.2 33.3 
Animal no. K. N. V-8 腹毛
E毛adth柄of幅(正幅〉Breadth of hair stalk Ca) 
1.8μ 級 rill|i M代ea表n値 Observed 
1.8μClass interval I ëî~;; μ frequency 
5.4 7.2 6.3 1 
7.2 9.0 8.1 82 
9.0 10.8 9.9 297 
10.8 12.6 11.7 110 
12.6 14.4 13.5 16 
14.4 16.2 15.3 2 
16.2 18.0 17.1 。
18.0 19.8 18.9 4 
19.8 21.6 20.7 1 
21.6 23.4 22.5 。
23.4 25.2 24.3 。
25.2 27.0 26.1 1 
27.0 28.8 27.9 
28.8 30.6 29.7 
30.6 32.4 31.5 




相加平均孟 Arithmetic Mean 12.48μ 
偏差平方和 Sum of squares of 1 4843.5366 
S Cx 孟)2 deviation 
自由度 N Degree of freedom I 491 
分散 S2 Variance I 9. 8646 
標準偏差 S Standard deviation 
(桜本〉
3.14μ 
変異係数 Coefficient of 
s/x x 100 variation per cent 
25.16 % 
統 計 量
相加平均孟 Arithm巴ticMean 10.25μ 
偏差平方和 Sum of squares of 1542.0194 
S Cx-x)2 deviation 
自由度 N Degre巴 offre巴dom 513 
分散 S2 Variance 3.0058 
担:準(標偏本差)S Stondard deviation 1. 73μ 
変異係数 Coefficient of 16.87 % 
s/xx 100 variation per cent 
32 
背毛














iK. N. 0 I ~ I 
l K.N. 1 ~ 1 
l K.N. 21 ~ 1 
l kN3l;( 
1K. N. 41 ~ I 
lK.N. Vー 1 ~~--l 
l K. N ベ~ 1 


























































































柄悩1.8μ 間隔; 偏 「度 数

















































v4=m'4 -4V3X' -6V2瓦'2ー孟'4=54.5379 
v~ 
P1=τす=2.3434， P2=づま一=5.鈎71
. 2 '2 
K=Pt CP2+3)2/4 C4P2-3β1) C2P2-3pl-6) =一0.2585
K は負であるから与えられた度数分布に適合する曲線は，ピアソン系の策 1型である.
仮想平均 11.7μ，級間1.8μ




NO. I性別l…サlti『t??|分Jl T7 
合 IK. N. 0 I ~ I 1~22 
K.N 1/;|;;:;; 
N2/ ~l:;::; 
4 I t / K. N. 31 ~川むた |::21;73
111V-ji i -1-iZR2711hi;-
可一円…ベ ; 11713212-丁17;
7|♀ I K.N叶 ;l:;:;:li:;;;ii:;;|:::Z
♀ IK口Nベ;l:;:;:l;:2;:l::3(;::;z; 
♀ l同川川K.N…Vト叶一













。 。??? A 12.48 11 
B 11.64 
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品名LLNi品A 名L lf 品名Lk N i品B 4L 代柄表 値幅 μ 
10 20 15 24.3 22.5 
20 30 25 29.7 29.7 
30 40 35 47.7 69.3 
40 50 45 63.9 90.9 
50 60 55 80.1 108.9 
60 70 65 87.3 130.5 
70 80 75 105.3 159.3 
80 90 85 125.1 170.1 
90 100 95 153.9 173.7 184.5 186.3 
100 110 105 161.1 159.3 191. 7 189.9 
110 120 115 173.7 164.7 193.5 191. 7 
120 130 125 182.7 175.5 184.5 182.7 
130 140 135 180.9 177.3 186.3 
140 150 145 179.1 179.1 

























36 広大水害 i主紀要 3(1) 1960 




















動物記号 K. N. 1 1c~ 上毛 K. N. 2 背上毛
代柄表値幅μ 葉明幅平葉均値毛 μ I 葉暗何平葉均値毛 μ 葉明幅三I葉L均値毛 μ I 葉暗幅平葉均値毛 μ 
10 20 15 26.1 26.9 
20 30 25 37.5 40.2 
30 40 35 81.9 76.雪
40 50 4S 90.9 103.5 
50 60 55 117.9 117.9 9R.l 
60 70 65 110.7 123.3 110.7 
70 RO 75 119.7 116.1 
RO 90 85 12ラ.1 119.7 
90 100 95 128.7 















































動物記号I K. N. V-l 1-y上毛 !) K.N. V-4 背上毛 1 K. N. V-8 oN上毛
州中正!切j禁帆 1fi'i葉相 IYj. !t 1/;¥ 正i「111J-Lr瓦27iJ竺1~iμI_f Y:'J 1iIl:出と1':~J 1i竺-li:!F叫り|平均航μli;jJ勾似μ|、|三均依μ
15 1 24.2 1 21.7 1 23.4 










62.1 44.5 45.9 
90.2 69.2 67.5 
93.6 91.8 131. 7 81.9 
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第29表 毛長の区分による柄幅，頚幅，葉幅の調査表
Animal no. N. A 背毛
毛 長 球幅 根幅 毛 柄 毛 頚 毛 業 明 度
測定数
C立1 μ μ 柄 幅|髄幅 頚幅l髄脳 葉幅 I髄(c)l隔(a)μ(c)μ (a)μ(c)μ (a)μu 
7.6-8 63.9 119.7 108.9 157.5 2A 2 
7.1-7.5 65.7 119.7 108.9 168.3 2A 6 
6.6-7.0 63.9 121.5 107.1 166.5 2A 19 
6.1-6.5 67.5 123.3 107.1 175.5 2A 21 
5.6-6.0 65.7 121.5 103.5 166.5 M 4 
63.9 114.3 98.1 168.3 2A 8 
5.1-5.5 62.1 103.5 92.7 175.5 品4 1 
63.9 123.3 94.5 173.7 2M 11 
67.5 128.7 101. 7 171.9 2A 5 
58.5 117.9 94.5 175.5 3M 7 
4.6-5.0 63.9 119.7 96.3 177.3 2M 10 
56.7 126.8 99.9 170.1 2A 2 
69.3 128.7 99.9 173.7 M 4 
67.5 125.1 96.3 179.1 3品4 15 
4.1-4.5 56.7 123.3 96.3 175.5 3加f 20 
3.6-4.0 62.1 117.9 85.5 173.7 3M 20 
3.1-3.5 53.1 101.7 76.3 153.9 3M 31 
2.6-3.0 38.7 72.9 45.9 105.3 3島f 30 
2.1-2.5 
9.9 13.5-15.3 11.7-13.5 15.3-17.1 2A 
11. 7 13.5-17.1 11.7-15.3 13.5-22.5 M A 
13.5 18.9-22.5 15.3-17.1 20.7-27.9 M- A-
2恥f 2A 8 
15.3 20.7-22.5; 17.1 24.3 3M 
17.1 22.5-29.7 17.1-18.9 26.1-35.1 3M 
18.9 26.1 18.9 26.1-35. 3恥f
20.7 26.1-27.9 20.7 
133l 24.3 35.1 26.1 38.7 
~ 
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3. 髄質，皮質，色ぷの関係
L. A. HAUSMANN10)は'J長寿iの一色の髄質を研冗して次の5つり型に区分している.1.欠
除型 (absent)2.不連続型 (discontinuous)，3. .I!主杭，不通杭11問型 Cinterm巴diat巴)， 4.連
続型 (continuous)，5.痕跡型 (fragm巴ntal)，又この )1国lデlこ毛の直径も肥大しているとし

















レンズ型 (meniscus 型)の吉~)}を表わしている. これ等が波線状lこ連続している(写26，
32図).
阿部2) (1920)は毛9槌市D気主が畑1包九lこ主じた空孟な部方から成るとして，詳細な観
察を述べて， TOLDTや 8TOHR等の細胞間隙説に応えている.筆者の Nutriaの小型下
毛でも上述刀ように細胞形質(まほとんど毛の尖端別:こj旦き東結して後方に空虐な部分を留め
たものといえる
L 切片で筒幸子j)IDj台(下巴)， i;.くに背 i'il~ :7) L切片から， これ等小型下毛のモ包を検鏡し
て髄買の成 i)立ちから考3きすると，毛手L噸を取り巻く球のI民主附近の毛ほ基から分裂して送




素頼位がHiJ}Jに移苅し，岐は後)jに問主って， !iln 4包?ま干しJ立にi前ちて長情円形になる(写 95
悶).後}Jから続いて押し上って来るー速の細胞の核は次(:17にjじが縮小して透[こ上}Jでは染
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i勾ーに着色しているととになる.
註.分1政毛まではL切IJ'，LtJ の紛~!iと f主主制約のグリセリン~，ノ 1t Ci 紘療と (J 1，1似てあるが，毛布1カ、柏円
形 lと変ると，前者は飢 ~11;i，後者l土正収品iの観察となる.
小雪!第 2上毛(採毛繊維¢検境)， 相幅が噌して約25-301lとなり，分岐上毛から小型
の市2上毛l乙移行すると，横断面が楕円的に変り同町lこ髄質t1約 13ー 15μ となって，所々
に隔照の破損が判われて来る.これは遂に 1個の細胞ではこの髄幅をふさぎえなくなった徴
であろう.
この}b~合隔慌のjfさとその間隔(気主〕は:lUこ約 3-4μ で，小型l 下色の長;万形の色素帯





配置は乱れ始めて， 1 :YIJからジグザグに変っている(写 53，98図).
























の側Ip冨商からの観察では，細胞ば略与 1デ!J乃至は 2ヂIHご連続している(写 102，103， 98， 
106， 108， 113図).
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111 関)，一方がやや不鮮明な i~~j合(写 115 図)成いは又同じ焦点下に 3 伺現われるが 1 伺
が不鮮明な J品合，などの変異が:f~，lわれて， *~I胞のダIJ が 1 子IJから 2 ダIHc 変化する経過を物語っ
ている. 乙のときも球の上位では髄質ば時々円形lこ近く両杭も広いので 3個以上の細胞が同
じ焦点に見出されることになる. これ等 l土髄質の側li~が約 10一15μ までの小型上古の場合
で L切片で矧ると髄質の細胞形質ば縦に 1ヂIJになっている(写 96，98肉).
大河!と一色の観察
大刑上:色の完全に1J化したも析を区切片で矧察すると，間質の但IJ帽に 2佃，髄帽に数伺乃





























































































HAUSMANN (1924)は毛小皮 (cuticularscal巴S) を coronalscalesと imbricatescalesの
2つに泣類し，上坂写(1950)はこれに冠状 (cornal)と瓦ダIJ状(imbricate)の郊請をあて
ている.
HAUSMANN は冠状主小史:土 1 個で主幹を取り巻いているが，瓦チIJ 民吉小 ~:i 11固で取
り巻きえないl見合としている.又」、以Hた毛小皮を卵形 (ovate)，鋭尖形 (acuminate)，長]伝
(elongate)，鈍鋸制艮 (crenat巳)，半球j珍 (flattened)の5fil!こ}凶状毛小皮を単純冠状




径 (D) との比率φを叫ei帥 x(毛ノは係数)として表わし，彼は室長類η被毛に
ついて研究し毛織縫の粗大なもの程又毛小皮の紋様2コ複雑なもの程， scale ind巴X は小さい
としている.






柄幅が 10μ 前後(約 9.9-13.5μ〕の小型下毛(土一主として腹却下毛である 毛長均







































1) 第 1上モ， 1青葉芭，舌長 7.5-8.0cm，tvjl隔 134.1μ，葉幅 161.1μ，毛柄のs小
皮のl隔は約 20μ，その長さは約 30-50μ である.




2) 治2上 G，1リu主色川!立 3M， 巴長 3.6--4.0cm， 1ド11隔は 119.7 /~，葉幅は 157.5μ ，
sjVjの色小I支のi悩は約 10μ で，その長さは約 501tである 色附， q}~ともに瓦列状出目
である
3) 第2上三色， 1リj某[;， 1リj皮3M，e長 2.6--3.0 cm， 州市首は 72.9μ，葉幅は 105.0μ，
毛刷の毛小皮は約 10μ，長さは約 30-50μ である 毛柄，毛葉ともに丑小皮は瓦列l状配
置であるc:デ44，45， 46， 47図).
4) 出2上G，1川県立 lリ]1([ 3 M， 巴j三2.6-3.0 cm，制幅は 53.1μ~!隔は 58.5μ，毛
Wi， [;i!ミとも [;'J、1えは以外，j:[;よ自己目である (子54，55， 58， 59凶)• 
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5) 第二上毛，明葉毛，明度 3M，毛長 2.1-2.5cm，柄幅は 31.5μ，葉幅は 36.9μ，毛
小皮は毛柄で幅5-10μ，毛葉で約8μ，毛小皮は冠側の所々に継目，合せ目が生じて上縁
は鈍鋸歯状になり冠状より瓦列状の配置に移らんとしている(写56図).
6) 分岐上毛，明葉毛，明度毛M，毛長 1.6-2.0cm，柄幅は 18.9μ，葉幅は22.5μ，毛
小皮は毛柄で幅約 12μ，毛某で幅約5-6μ，毛柄では略々単純冠状で， 毛葉では縄紋型の
冠状である.冠側に合せ目を増加している
7) 分岐下毛，暗葉毛，毛長 1.6-2.0cm，柄幅は 18.9μ，葉幅は 17.1μ，毛小皮は毛
柄で幅約 10μ，毛葉で約3-6μ，毛柄の毛小皮は単純冠状と縄紋型冠状の混合型で不定形
に捲縮している.毛葉は縄紋型冠状である.













1) 第2上毛，明葉毛，毛長3.6-4.0cm，柄幅は 83.7μ，葉幅は 155.7μ，毛刺の毛IJ、
皮の幅は約6-8μ，その長さは約35-45μ，毛葉の毛小皮の幅は約5-12μ，長さは45-
50μ である.毛柄，毛葉とも瓦ヂIJ状の毛小皮である.
2) 第2上毛，明葉毛，毛長2.1-2.5cm，柄1幅は 90.9μ，葉幅は 125.1μ，毛柄の毛小
皮の幅は約 8μ，長さは約 53/~， 毛葉の毛小皮の幅は約 3-17μ，長さは 20-40μ である.
毛柄，毛葉ともJ{ゲIJ状である(写48，49， 50， 51凶).
3) 第 2と色， I)J民 s， s民 1.6 2.0 cm， Wi V/，¥ 44. 1μA幅は 71.1μ，毛聞の毛小皮
ωIvM(ま約 10μ，1之さは色小戊 1悩でtlijvuiをjihたすことは怖「しで約40 50 I~ で単純な瓦列状
である.
4) 第2上毛リj葉毛，毛長1.6--2.0 cm， fVjl隔は 26.1μ，葉l隔は 49.5μ，毛耐の毛小皮
の幅は約5-6μ，長さは冠{jJ.lに継目，及び合せ日あり約50μ で未だ冠状といえよう.毛葉
の毛小皮の幅は約6-8μ，長さは25--40μ で単純な瓦列状である.
5) 分岐毛， IVJ:長官， 6白ftle.毛反1.0ー1.5cm，附悩は 17.1 ~ 18.9 s. 荒1隔は 20.7-
22.5μ，毛1内ヱコ毛小皮の幅は約8μ，冠IJ!IJに台せ日を生じ1単祉状で捲縮はない.毛葉の毛小
皮J)届:ま約5μ，毛葉D管晶Yト別2コ凹 $.1習に合せ目があるものあり縄it型冠|犬である.
6) 下毛，毛長 1.0-1.5cm，柄幅は 9.9-13.5μ では，毛小皮は大部分が縄紋型冠状で
J珂々に泣い単純冠状の祁分がおi在している 定形的な援やかな捲縮 (crimps)があり，湾











1) 毛球の上位(未角化)， a， b， 15.3μ→脂腺位以上(角化)11. 7μ，では皮質の染者
核形質6個，毛小皮の摂肴妓形質 1個髄質の染着核形質 1個である.
2) 毛球上位 a，b， 24.3 JI→脂腺位以上 a，b， 20.7μ，ではf争点の移動により 2仰のも
小皮が対面している.又同じ焦点下に 2個の均合もある
3) 毛球上位， a， b 26.1μ→脂腺位以上 a，b， 22 . 5 Jl，では同じ焦点下に毛小皮の染着
核形質 1個あり.
4) 毛球上部， a=40.5μ， b=35.1μ， c=13.5μ， d=9.9 Jι→毛球上佼， a = 29. 7 Il， b 
=26.1μ， c=11.7μ， d=8.1μ→Rfi腺位以上(推定)， a=26.1μ 毛小皮の染者核形質が2
個宛々焦点移動により交互に現われる.
5) 毛球上位， a=35.1μ， b=29.7μ， c = 13. 5 J~ ， d = 11. 7μ，古小皮核 2個は明瞭， 1 
個は不明瞭であるが 3個同焦点下あり.
6) 毛球上位， a=35.1μ， b=26.1μ， c=d=8.1μ→脂腺位以上， a=26.1μ， b=22.5μ， 
c=d=8.1μ，毛小皮の梁着核形原が同焦点下に 2個現われる.
7) 毛球上位， a=47.7μ， b=35.1μ， c=d=26.1μ，→脂腺位以 L a=35.1μb= 
24.3μ， c=17.1μ， d=9.9μ，毛小皮の染者核形質が同焦点下に 3個現われる.
毛葉 (hairblade)， 
1) 毛球の上位(未角化)， a， b， 26.1μ→脂腺位以上(角化)a， b， 22.5μ では暗葉毛
で皮質不明，毛小皮の染着核形質 1個現われる.




1) 毛球上位(未角化)a， b， 13.5μ→脂眼イセ以上(角{七)a， b， 9.9μ. 




2) 毛球上位 a=b=20.7μ→脂腺位以上 a，b， 17.1μ で，皮質の核質7伺が 1mに髄
質を包岡している 毛小皮核形質 1個である.
3) 毛球上位 a=b=20.7μ→脂腺位以上 a，b， 17.1μ. 
毛球上位 a=b=24.3μ→脂腺位以上 a，b， 20.7μ. 
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との範囲では祭・点のずF動により毛小皮の核形質[土毛(J_;断面の円周上l乙対面している 髄質
の核細胞は 1伺で 1jlJである.









1) 毛球上位 a=b=27.9μ→脂腺1~i.以上 a=b=24.3μ，
毛小皮の部分は色素なく核形質 l個鮮明であるが，その他の皮質，髄質細胞は色素の為
め暗色でその数は不明である.
2) モ球上位 a=29.7/l，b=26.1μ， c=d=6.3μ→!!日臨位以上 a=26.1μ，b=24.3μ， 
c=d=6.3μ. 































ながら上部に移動すみので，絞7杉慣をii'む;W;j)' (J) J&.k:がiセく 111村部となり，包11の為め，-~I ，j 
側に{中長す1.)部分(土?JにJ&Jミ(土煙れることになり. ll%jU~jl となz.:，とも/与えられz.:，.
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とれを更に化学的な裏付けを与えたのが E， ~ERCER (1953)で彼ば捲縮羊毛の外側と内
側との反応性の異ることから乙の部分に犬々 Orthocortex及び Paracortexなる名称を与
えた， O-cortexばシスチン約8-9%を含み軟かく， P-cortexはシスチン約15%で硬いの
で同化の遅れる Orthocortexが仲びやすく，早く同まる Paracortexがや1び難いので Ortho
cortexを符rf臼の外側として羊毛の crimpは形成されるとした.
HAUSMANNは前述のように毛小皮の配列について分類しているが， Nutriaの場合は下
色では，彼のいう simplecoronal scales (単純冠状鱗)と serratecoronal scales (鋸歯冠状
鱗〕との ri1間引の冠状毛小皮を示しており，分 1支毛以上の小宮，)第2上毛では crenate
imbricate scales (鈍鋸尚一瓦列状鱗)と flattenedimbricate scales (平総瓦列状鱗)のrl'
間型を示しているが，大型上毛になるにつれて按雑な鋸的状鱗の複合した瓦列状毛小皮を
表わしている
又 HAUSMANNの scaleindex (屯小皮係数〉はがいして，下毛による異積聞の比較を述
べているが Nutriaの羽合では最小下毛から最大上宅まで，その毛小皮を単一細胞とみて，





















5-10 20-200 15-125 2.0-8.0 
95-90 12-25 
20-1 15-85 











毛群.MEIJERE (1894)は哨乳類の被毛は rlJうたに大型の上毛を配した 3以毛 (original
trio group)を基形に変形としてそれ以上の数耐の出毛を以って 1ニ色群とするもω，又その





NOBACK30) (1951)は有袋類，食肉類等の毛包は凡て独立にl任芽層 (Stratumgerminati. 
vum)から皮内に陥入するという. WILCOX43) (1950)は chinchillaの成獣で中央毛の両














は56日で中央官を， 76日目には両側もがJ曽して 3Jポ色砕となり， 97日一111日目には訓側主
を追加して 9毛包 1毛群となり (ninegroup)，それ以後は幼毛は表皮タトに現われて生毛の
態勢を整えて出産すると報じている 凡ての毛群は胎児の体表の豆な個所では (9毛包 1毛
若干)毛であるとしている.
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包から1'.じてi司ーも孔でも米となヲたもりとi三日IJし難い， これし又 MEIJEREω所講る偽毛
米とITfぷか百なか解釈に古しむとしている.
DRyll) (1 926) は mouseω 体 ω じま~-mj けでは l 毛包に l 毛以上()yf占有毛を観察した乙とは
ないという.mしこω毛管内に成色が毛眠(根球)(hairclub)を結束して一束を形成する場
合があるが， こりu与はこのも悦はも世代の順序に G" G2， G3， と低位置にあるのでその毛
1:代がりjらかに判定がつくといい， 1ご色包から 2-4毛生じて毛来が出来ているが，梶状毛を
3個以上含む巴ポωJ品合は発育毛を持うていないという.これをDRYは毛束 (hairbundle) 
と呼んでいるが， こω 色ボについて WOlBACHm(1951)は複合毛包と呼ぶべきだとしてい




出生直後(2 fil=l)では生色n手は数量的に線認され， 3色包群37.5免1， 7毛包群16.7%，
15 [;'包ilH.4j'oで主li.J匂5.6:'s包併である.次は I毛H1りこじ包数序列


























2) 7生毛群 1十2十22=7 
丸3 27 a:j 
よk:LJI火毛 ιentral hair 治2上毛側毛 latcralhair 分岐毛〔上毛| 卜毛)22 副側G sublateral hair 卜毛
3) 3生毛群 1十2=3
局主 28 図








背 毛 包 2ヶ月古 3ヶ月古 4ヶ月古
1毛束の毛量最多数 7 7 10 
最高頻度毛量 3 5 7 
平 均 毛 数 3.5 4.3 5.6 







fT 毛包 I)J 2)J 3)-] 
1 'L ;j~のもほMj:;政 I 15 1 1 I 14 
J14l;Jj頻皮毛忌 1 8 -9 7--8 1 8 
平均毛数 8.7I 7.1 I 8.7 










































































[i、仁ωょう I'-Nutriaでは'1:後2ケ)Jより 8ケ )Jまでは e'~~I人l の己包ω地}JIJがありそω放
は2強より 3強である. 12ヶ月以上では毛包の増加はなくその数は 4より 6~JS]で平均4. 8~:=5 
である.尚別途調査の結果. 12ヶ月以上の成執の 1毛群の毛束数の平均は 9.75キ10で
中央毛の単生モ包を含んでいる よってとれ等毛東の調査による 1毛詳の平均毛包数は
1ftlJ毛，函IHflIJ毛中央毛
5 < 9 1 ~46 で， 庶民巴群のち数π1/11 :1当日二よ~-Jベ土、ド均 E 包'.1 45で. n:-l'--~\乙
しているωで. Nutria ())JV<:i，'J;liYI'f G~止は l 己 I t[:、ドー均 45 ←歩 46 とする
区切JI'で凶器J)結果背:i[51己0+()(;ポ欽 (11火己，側色包を3'む)!ま 3毛ポより 17毛ボま










lこ準じて 2次副側毛の発生を観ない.メ 3毛来毛群ω場合は一般に 3毛米とも{為毛来のj診を
とる.
~ 29 凶
I tji_!I_ L{'~ ， 
lil.'! 山\~- "--ノ¥、
1毛群， 15毛束の最多毛包=1十2十22十2x(23十24)十25=87
1毛群， 7毛束 11 11 =1十2十2x(22+23)+24=43



















根状毛とその後約一毛とが対tt~lÿJ ;j: tß状毛 2 ，幼毛 1 の 3 毛世代庁連生して所謂真毛東を形
成する.
これ句:の真宅対Iの集りを取り巻く *Jf令f泊料、が降起し控み cr'l処)を作って広口の毛孔
(hair pore)を形成する.これが所謂偽右京であろう(写 116，123， 124閃). Nutriaの
j号令は DRY (1 926) が mouse で制察したように， L 切片では毛~-[の観察は困難であるが，
乙れを区切片で試み石際 2 伺が担状毛根で H同がw毛か又は幼宅の 3 も fftfl::連生の t~合は最
1干f参の毛1任代の毛釈は毛根¢個所を切断されているので，萎縮した刷子様の主胞の断fiはJtl.
t状であり，次代の担状毛は無色の毛根部を切断されているので円形を保っている これ等
3 古|仕代はflJJ らかに jllL~次 lこ平IJ;JIJ しうる(写121 ， 142図).
尚季節的変化について述べたように 1毛包による世代毛来 (generationhairs bundle 
筆者仮称)は 3連生毛束が最高で又この 3伺の112個は根状色で残る 1個は青毛乃至幼毛の











る巻き込んだ鞘毛の先端を観察した(写8，9， 10， 16， 19図).
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な新生毛原京の増加が認められる. 乙れが生毛そ巾心lと毛東を営む兆は明らかである.










筆者の調査資料では Nutriaの毛世代F週期において DRyll)(l926)や CHASE10)(1953)
の所言再発肢期 (anagen)，衰退期 (catagen)，イヰ止期 (telogen)を終始追求して観察する
ことは出来なかったので，その名立i]の一酌を軒えて断片的 lと検討を力1えた. WOLBACH42) 
(1951)は mouseの被毛の休止期の絞りに，毛包が萎縮を起す直前lご，毛旬基は乳頭を
取り巻くモ球の部分で最後の塔殖が打われる，これが毛根と乳頭との中間にある上皮索









移動して柱状 (columnof cells of matrix origin)を示している.
以上により最後に増殖した細胞は角化を停止して宅阿茶として残潤することがflnらかであ
る
更に WOLBACH42)(1951)によれば mouseではこの上皮'ぷは硝了紋服 (STOHRは付介















いるが， DRyll)ば mouseのE包には一定の真皮性のモ根鞘があ 6ことを知'問として
Haarsteng巴lは外根幹}から成ってl、て上皮性の組織であろとした 筆者は球毛がとれに沿っ
て下山するのを写真で1liえることがn'，~.ぐた.以 tより Nutria のJお合乳頭は倣壊されず休JJ:
却lから覚同!I~ して定形[ご民ることは， WOLBACH42) (1951)の mouseの休Jl::乳刈 (resting
papilla) と， DRyll) (1926)の mouseの新乳頭形成の意味と一致する.







毛管内で新毛が反転して側面lと出る場合もある.尚 CHASE(1954) によれば mouse
のも包の傾斜角は皮両に対して 300 とああが，NutriaのJ引合ば背腹ともに略々 200→300 の




後紙ちの径l隔が縮小すると同時にも管が異常に緩んでく 6 ので )'d~問状色の法主ばこの時起
る. これは独立も包でrlJ¥'J上古，大亦u二毛のJ訪合である.
X寒冷手 i耐震季の別なくこれはあてはまる.小7\'J上 ~(t毛刺 (hair stalk)まで士、ド|ず
る均合が多いが (P.GnO， Gn+1 Y.)， j;l!ie:J'<に慢状二巴 (P. GnO， Gnト10)の叫命は少な
い.阪めて稀れであるが椛状二82，幼芭 1の3連'I:eo)特別な例もある (T.GnO， Gnト10，
GnI2C)目下Eの子支f羽生態については“敗色期の発見"で述べる.
~，・. DRyll) (1926)は mouseの被Bで次のよろに hairsta1kを述べている. f^l行は Nutriaのぬ
毛でこωhairstalkをLJi!jと{JiFJ、してiJ[月1する.DRY ω'The coat of the mouse'ω291 J(に次ωよ
行にある.
Auchens or Type C. This type differs from the last in having a septate constriction of oval 
cross-section at about two-fifths of the length of the hair from the apical end. This lies between 
the distal “blade" and the proximal“stalk". 
又石沢24)は組織学提要，第2~~， 148頁に Haarstenge1にhairstalkを叶てているが竿:背はこれを
用いない.
又 WOLBACHの 'Thehair cycle of the mouse and its importance in the study of sequences of 
experimental carcinogenesis'の521頁に次のように述べて， The product of this last proliferative 
activity constributes to a column of cells of matrix origin， the hair stem (“Haarstengel" of 
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の区別が明らかである.従って動物の売育が'l~~ J71~であ'6 f，N iJ， mU;J':厳冬においてはその季で
特徴のある被毛を完今:tご装った後は，交代の新もの発31;¥は見受けられない.その最も明確な





動物記号 N-7. (1954， 7月20日屠殺処分()5 li) 
切片 )1民序 No.l，最上!習の表皮両で毛孔の開1i"i官を表わしている.宅群の某礎とみられあ
3原毛群 (originaltrio group)の11央毛と両側毛の上毛管 3，その他独立の小上毛管2，下
毛を包む偽毛束の毛孔9で，大小上毛 5，下毛66計 71から成立していて，長幅 0.8mmx
短幅 0.28mm. の内に14毛束 (141t毛型)の毛群を形成してい石 その内訳は rl1央毛に
あたる，巾空で皮質の内縁とそれに附若する髄質の小jヤガ濃褐色の色素頼杭lこ富んでいる第
b 65.71. 
1上主 = 子の暗葉毛(毛葉)J愛と抗(，定〕が毛群の 11央に位置し，左側には原則的lこ155.7μ 
b 31.5μ 3 原毛群の側ちである rfl~~，内線濃何色の小上主 =一一一一ー の宅頚， r心に小量の褐色. ~ a 60.3μ 
b 20.7μ 束期粒を含む角化した根状'E;;恨(成毛根) ~_=_::. ~_r_ ， ~褐色の髄部のある小上毛の青色a 33.3μ ， V.1-<: 
b 24.芦"の毛柄一= 子 (推定〕等と，濃褐色の髄質のある育毛と黒尚色の幼宅との発育毛 19，27.らμ
I11心lこ色素頼粒少量を含む有色成毛根に，無色!戊毛1'fU5で，成毛27言146の下毛が分れて 6の
毛束を形成している.
b 司五 91. 












No.4，深度は 0.4mmで，長幅 0.76mmX短幅 0.28mm内にある. 3原毛群及びそ
の他の上毛に変化は少ない.両側に皮脂腺あり目対生宅 7，16，計23対である (No. 3と
同様).有色毛根 4，無色毛根 35，計39で，数の移動はない.発育毛l乙変化はない.
No.5，深度 0.4→0.7mmの聞にある.長幅 0.76mmx短幅 0.32mm内にある.中央










































動物記号 N-12♀ 4.5Jt， 1954， 12月24日属殺処分.
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IJ片順!戸 、'10.1a，の表皮面では ql;)ミ上毛，左側 2，右側 3，の 5偽毛束を伴った生毛
の6側型ω毛群である.これは側もとして独立上毛なし分d皮下毛らしき大型下毛 1或は 2




No. 1ωb， cでは 5偽も来とも解体を始め，先頭に大MT's(分1土ド也を含む， ~二二白
包)が遊離し，順次小型下毛 (2次副側毛)が遊離する微を示ている.
No.2，深度 0.15~0.4mm は皮脂腺伎で偽毛束は解体して成もと発育毛ω対生毛包19
(P.O. Y.又は P.o. C.)，成巳2と光討一色 1UJ 3.i'七生色包4(T.O.O.Yメは T.O. O. C.)， 
!戊もωI学生も包 1(S.O.)となり，下毛では発育毛で単生するもωなく (S.Y.又は
S.C.)， )戊色ω単'l.毛はl准1である 1↓l央毛は成毛ω単生毛 (S.O.)である.成毛45，発






1品球位に当り =一一 ーである.樋状二82，1d育毛25，計27である.35.1μ 
No.4，右側lま不定j診の鞘も}求心切片方1われ， これを加えて発育毛16，梶状毛 1，計下毛
17， I11火毛は但球の下!忠で無定形である lr:側には鞘毛ωι-光明われ， これを加えて発育毛
1とな 1)，毛群の全被毛は1晶状毛 1，発育毛27，計28である.









以上を総括すれ IJ~当然季の例と兇るところは皮脂腺伎においてP.O.O. (又はP.GnO， Gn 
1-，0.)即ち成.成対生毛包のあること， T. GnO. Gn+，O. Gn+2Y， T. GnO. Gn+，O. Gn+2C即ち






















そωS1;) 1，-によみと G'~f IJ'] (j) G {j，ω品li-'Æ~が 11~ いωで九 UL1，(j)l~~lmIN( はタト)) にはみ山してそω
タト:;'1;ノ士IJlIんでい石ように凶察されど;










球は消失し，品下!だではド古毛J求もi自失して， L¥ 1央 G，fwj側色の青毛毛球は胎児期ω3I~;i 芭
Jtl'と 161 じように村lJ委して，;~~，にしていみ Sト1)JI'と対照すみと UJ、(は下[1主より 3i)~i (; /tf(j) 3毛
11心に V j' )!;に上んに !I'J . >ていよがり 1:'なもヲていど:)， (り 116[立])
7) なおド 11ωH川犬己が人しく毛it!11に悩まう亡いる hた(メ毛皮として)j見己しない事実
はとくに操製lこようて毛包はよく締ぅてくる)は卜‘底より幼毛が速かによ邑随してきて皮脂腺





さらに寒冷季では成主は 1毛包内に 2位代とjげi'sω1世代と加えて， 3佐代に;豆フて伐
留する場合が多くあり保温に役立つている.大型上毛は寒暖のけIJなく後継一色の毛頭沼が成育
する時期まで(幼毛期)成毛と対生する場合は稀れである.小上毛は下毛に準じている.大
川上 Eについては“j丸一色の _~_L1~'J で述べてある











日音 倶。 偽 偽の さ 偽毛(7束〕数 上上上 偽毛束数 群
2来 上葉 上 (2) 毛 毛 成型0) 短径
発育毛|根状毛 束 束度 毛 毛 の
と 長径 形 形 毛
l頃 位 b 無 有青幼状悦青幼 幼 根上 幼青有無成成宝
置 瓦色
||に









? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
































root + sta1k + blade毛根+毛柄+毛葉
5+5 =10 
3+2 = 5 
6+3十2=11
4+2十1=7 
6+2 = 8 





9.9 3 12 
11.7 4 8 1 2 
13.5 4 皮脂腺位




7 20 3 16 
27 19 
8.1 2 
9.9 1 14 対生毛8対
11.7 10 1 1 
13.5 1 7 単生成毛1




2 25 3 16 
27 19 46 
! 竺 I~__~~__I 三」一一
27 19 
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2 
4 :l l l|2 
i I 2I 25 I 3l 「 27 下
























































大:;;;司: :-[ r!Z l~k の椛宅 69 
11. 7 幻j毛21同期
13.5 4 渋染した輪形
15.3 6 毛球切J'] 
17.1 {毛〔b2球u恥 2 











幹 i qゃMf!??t一一 Growmg~air__1 
郎|有 l 無|幻j 毛 Ii古色 i
(μ) I 色 | 色 |発育部位|発育部位|
D D 毛葉 1:[; 制|
内訳
市首 ゼ" 
9.9 2 2 
11.7 4 毛束形成
13.5 2 2 2伺
15.3 2 :foI1iF"l'(; 
17.1 3 毛i只iB柄




6 6 8 
12 8 20 
9.9 5 対毛 1土、I分離






5 7 8 
12 8 20 





































































I 1 I 7 I ??





































bμ 9.9 121 2 
11.716121棋状毛似+発育毛




8.1 1 31 1皮脂腺位
11. 7 1  1偽毛束の解体.
0.4 113.5 111 21(1) 1毛の偽毛束は
1 15.3 1 141 対生毛束4.P. O. Y.， PO. C. 
mm117.1j 1 迷生毛京1.TO.O. Y.， 
18.9 1 1  TO. O. C. に解体す.
24.3 1 1 1 (2) 14毛の偽毛主主は
一一-tJlb|対四 PO.Y.，PO.C 
-一一一L一LI 連生毛2.TO.O. Y.， 
|、εI TO.O.C. 
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2.7 2.7 1 2 
1皮脂腺消失.4.5 35.1 4.5 
3. 6.3 35.1 6.3 
0.4 8.1 1'1¥状毛は凡て消失. 8.1 1根状毛1個残留し，毛芸作目
9.9 2 9.9 1 1 毛)3個出現す.
0.7 11.7 4 11.7 4 
mm 13.5 2 昼状 13.5 1 
15.3 1 15.3 2 




24.3 24.3 1 
10 1115 16 
→旧山川 2.7 
4.5 4.5 
4. 6.3 ，~!(Í-と形 6.3 
8.1 8.1 
9.9 2 9.9 3: 
1:→l個l悶の色刷 11.7 1 1 ヘマトキシリン濃染の毛球切i 11.7 
13.5 3 少し， il鎚質は委縮している 13.5 3片山現.
15.3 が，発育毛とロltめる. 15.3 2 鞘毛の毛球と認める.




24.3 24.3 1 
1 I 1"1 |印船鞘毛球 1=17
liH山11.7 2プiの切J'rではずMJ毛としてj氏 'Il:f!:毛 11.7 
5・ 13.5 31り依われていたものである 消失， I 13.5 
1.0 ! 15.3 2 卜}Jに 15.3
↓ 17. 1 hK栓毛 17.1 
1.5 I 18.9 it'rJJL 1 18.9 
mm 20.7 20.7 
22.5 22.5 
24.3 ! 24.3 
??
???
! I 26.1 1 1 1 






















9.9 11.713.5 15.3 17.1 18.9 20.7 22.5 24.3 26.1 27.9 29.7 31.5 33.3 35.1 36.9 38.7 
代表値p












Eトー ーー -0 4ヶ且







中央毛と両HJlIJ毛を含む 3J反毛群 (originaltrio group)はほとんど球栓期，鞘毛期で大型
のものは正光を表わして幼毛期である.
それらの間隙の後)Jにある副側毛の多くは毛手期である.
出生直後までの約1.5ヶ月(懐胎期間， gestation period，を 135日一137日として生後2日
をいう)に大型毛砕rtの副l則毛小型毛群の側毛を代表する小型，中型の明菜毛及暗葉毛(分
岐毛)は毛刷部まで成長した青毛である.え小型(暗某)副側毛は毛主下位，毛主兵まで成長
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3図 K.N. V-1→ 8背毛，小型陪葉毛の百分率度数分布図(月別比較)
50 
30 


























の資料では Glの anagenの中期より G2のanagenの初期なども示しているが，概して生
ウプゲ





















， ， ?? ?
?弓1
41 、， l( ~ゥ JJ





40 >( X 6ヶ月
可。 • 8ヶ月
岸F干ごうー -ー 脅円， -さらー一也'-ー~. ー . 








で，第 2毛世代 (G2)は総毛包の20.2%で， この G2の数が丁度生毛の毛包数に等しいこと
になり，生毛は総毛包lこ対して20.2%-14.5%=5.7労務ちしていることになる. )z2次副

















ヶ月では副側毛の後継毛は 03が総毛包の 0.4%で，生毛包の 2.4%が TOI0，0主0，03Cと
して連生している.生後4ヶ月では副側毛の TOI0，0:<0， 03Cの03Cと. PO:<O， 03 (Y + 
C)で 03(Y+C)の合計は総毛包の 7.6%で，生毛包l乙対する約37.6%を生じている.又
生後3ヶ月では 2次副側毛glの後継毛は PgI0，g2， PgI0lιCとして g2Yとg;Cの合計


























Animal no. K. N. 1.背毛
観lと対察総数 小葉型毛の毛 下毛，分岐毛，上毛の1.8μ 級問 10.μ 級問 部，明，する 比率 分 離
11~:1~1 階級 if「級Ril|削 下毛と「「と階級 μ μ 頻度 イ{白: 頻度 11. 8μ10μ 分岐下毛と上毛 分毛岐の頻下μμ 
%1 % %1 % }支%
6.3 
7.2 9.0 8.1 。10 5 
9.0 10.8 9.9 20 1.9+ 100 。↑ 20 2.1-
10.8 12.6 11. 7 195 18.9- 100 。 195 20.1+ 
12.6 14.4 13.5 242 23.4+ 100 。下 242 25.0・
14.4 16.2 15.3 326 31.5十 100 。毛 326 33.7-
16.2 18.0 17.1 149 14.4+ 100 。 149 15.4-
18.0 19.8 18.9 40 10 20 15 972 3.9-94.0+ 73- 27+ 分 29 1 分 3.0-
19.8 21.6 20.7 20 1.9→ 30-1 70" 岐 6 14 主"fZl0.6+ 
21.6 23.4 22.5 4 0.4 1 +1 89 毛~I ~ 3 毛 0.1+ 
23.4 25.2 24.3 4 0.4- 。!100 4 
25.2 27.0 26.1 2 0.2 2 上
27.0 28.8 27.9 1 1 20 30 25 31 0.1 3.0-
28.8 30.6 29.7 3 0.3-
30.6 32.4 31.5 2 0.2- 2 
32.4 34.2 33.3 1 0.1 1 
34.2 1 36.0 35.1 3 0.3 3 
35.0 37.8 36.9 1 0.1 
37.8 39.0 38.7 2 30 401 35 12 I 0.2 -!1.2 2 
40 501 45 6 I 10.6 6 
50 601 55 10 
60 701 65 2 
70 80， 75 
(め10341(同l0o.o1-1再1 
1 



























































































































































































度に step.upしている結果冷岐域は拡張している(第 9，10，11， 12図).
分岐域と下毛の観察(生後2ヶ月資料)
第一40表 (a) 分 1iU(域の生毛(調査表より〉






9.9 - 11.7 全 15.3 19.18 23.79 
毛 11.7 -13.5 17.1 20.70 25.45 




















29.7 I 1 
110 12 18 13 
生後2ヶ月の区切片で7個毛来型の毛日干の多くは側毛は町葉，日吉葉がrctli聞に対i重していて
これらは凡て先代毛と対生して上表のような関系を持っている (b). 又採毛資料による樋吠
毛の全毛 (club.hairof whole length)の調査こよれば生毛の分J皮域において全毛の各$位
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(3) 上毛の換毛
KNY-1→8の上毛の葉幅曲線図(第 35凶)で在日るに， 1ヶ月， 2ヶ月は類似の曲線で
ある. これは生毛の完成期の存続可を示し， 3ヶ月， 4ヶ月 5ヶ月に次代 (G2)の完成期
を， 5ヶ月， 6ヶ月， 7ヶ月に G3の完成胡を， 6ヶ月， 7ヶ月， 8ヶ月 lこG4の完成明を示
している.区切片で観葉のように Gl→G2は飛躍的に拡大するが(第58，59，60友)，換毛に








(1) 1ヶ月幼獣 (K.N. Y-l)を例lことれば次のようである。
第42表
翼幅塁間{~~ 1 15 1 25 1 35 1 45 1 55 1 65 1 75 1 85 1 95 I! Sω y=a 
1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 1 6 1 7 1 8 il 









の係数 bl，b2， b3，……を計算するかわりに)j 程式 y=孟十 b'IÇl 十 b'2Çz十 b'3;3十 b'4~4十 b'õÇ5
の係数 b'l，b'2， b'3…等を求めるのである.
b'l一座Ezi，bF2-S(Eqy〕 v=S竺立i，bF4=S(E立lb'FS(E5Y〉
S(E12)SfEJ7，b J S(E32j S(ξ24)' -" S(ξ52)・
次に上表，式などを組合せて次のようにとく.
S(flY) = -96.88 -110. 34-124.2-90.22十102.3+217.8十373.05十507.2=778.71
S(by)=-1156.37 
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SCfay) = 193.58 
S(~4Y) =267.03 
S(~5y)=-263.45 
b'I=_77~~71 、，=一一一一ード12.98，】60 .-.L..Ju¥-) 
b' ー 1156.37 、2=一一←ー ー キー0.42，_)2772 -.- v.~..，_) 
b，~=}~~.58 3=万元ーキ0.20(ー〕
b'd= ~??~Ol 4 扇子キ0.13(+)
b， -263.45L 
5=一一一一一ーキー0.56(+)468 十
第 44炎上毛の A11，¥ rtlJ総を去わす期待値
1 次 1~1: 糾 2 iJく{虫物料
????
y= 
y， 186.47-51.92 1 33.55 1-11.76121.791-2.8 1 24.59-'-1.821 26.411+2.241 28.651 24.22 
Y2 1 11 -38.94 1 46.53 1-2.94 143.59十1.21 44.791-2.73142.061-6.161 35.901 36.78 
Y 3 1 11 - 25.96 1 59. 51 ト 3.361 62.87十2.61 65.47!-1.431 64.04十2.24166.281 62.10 
Y 4 11 ー12.98i 72.49十 7.141 79.63十1.81 81.431十1.17182.60十5.04187.641 90.22 
Y 5 11 十 o 1 85.47十 8.401 93.871 0 1 93.87十2.34196.211 0 196.211 93.60 
Y6 1 11 ト12.981 98.72十 7.141105.861.-1.8 1104.06十1.171105.231-5.041100.191 102.30 
Y 7 11 + 25 . 961 11. 70十 3.361115.061-2.6 1112.46ー 1.431111.031-2.241108.791 108.90 
Y 8 11 ト38.941 124 ・~~ I- ，:.~; I~::' ~~I- ~.: I~:~' :~I-:' ]~~~ .~:十 6.161123.971 124.35 
Y9 1 11 ト51.921 137.66 1-11.76 1125.901十2.81128.701+ 1.821130.521-2.241128.281 126.80 
i:{S 45表 観察値 (Y)の分散分析の平方和の直交成分えの分割
(1 )， (←〉は4J会5入を示す.
1"防止の!S(gZJI s (gy) 1 b' I '1乙方和 bbrll残差|結1準君It I確 率|評 定項目1:s(g:lJ:s (gy) Ib' '1-7J fi I由正|平方和国度|平方和 1t  ~1fi ，'¥'.¥ I 
1i)n， 1 601 778.71' 12.98(-)110107.65581 1 1701.例17 1肌 2108110.041極めて小 J極めて有志
2次g2127721-1156.37 1ー 0.42(-)1 485.67541 1 1215.8007[ 6 1 35.96671 3.6710.02-0.011布怠
3次g31 9901 193 . 581 o. 20(→ 38.71601 1 1177.0847] 5 1 35.41691 1.0410. 50-0. 30! 適
4次g4120021 267.031 0.13(+)1 34.7139111142.3708: 4 135.59271 0.9810.50-0.301不適






5次(土 (J立であるが蛇行している， 4次も同様であるので. 3次の出I線を探用することに
する。
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第47表 観察値 (y)の分散分析の平方和の直交成分えの分割 (+)， (-)は4捨5入
1 b' 1 時差|残差 1
b， I平方和[2l空方義1221LZ|tl確 率|評 定
125.20叫 15[極めて小|極めて有意
52.134813・叩・05-0.0司有 意
56. 1997!0. 79;0. 50-0. 301 適
30.013512.1110.20-0.101不適
(3) 生後 3ヶ月幼獣 (K.N. V-3)の上毛曲線
ヌH8表 上毛の葉市M曲線を表わす期待値
1次直線 1 2次掬物線 13 次 rtl 線 14次曲線Y= r I .- I観察値μ
aトb'lcl 期待値μ|十b'2C21 JW待値μ|十b'3C31期待値μ|十b'4C41期待値μ
YI 1 6509-47.28 1 17.81 1十0.651 18.46 1十4.711 23.171 -0.091 23.081 22.62 
Y2 グ 31.521 33.57 i 0 1 33.57 1 -4.71 I 28.861 +0.21! 29.071 30.78 
Y3 グー15.76149.331 -0.391 48.941 -4.71 1 44.23 I --0.03 1 44.201 42.26 
Y4 ， 0 1 65.09 I -0.52 I 64.57 1 0 ! 64.57 i. -0.18 I 64.39 I 63.94 
Y5 グト15.761 80.85 1ー0.391 80.46 I ト4.711 85.17' -0.03' 85.141 87.75 
ys /1 1-31.52 I 96.61 I 0 I 96.61 i +4.71 I 101.32 Iト0.21: 101.53 I 99.60 
Y7 I "十47.281112.37 Iト0.651113.02!-4.71 1108.31 1ー 0.091108.221108.70
第49去 観察他 (y)の分散分析の平方和の直交成分えの分自u (十)， (ー〕は 4J告5入
団帰の1，(<2，1 "(t"， 1 h' 1 ，;-1: +n 1 b'のl残差問差の|浅差平均! + 1 1:1，: ，.' 1 項目IS(♂) I S(~y) I b'1 '1と方和 Iril度1wf杓jIi1It皮|一平方和! t I確 率 l評 定
川| 28l44137|1576i6妨卯~:i 1 I~~~ 叫 ~ I ~~総~::~5j 極めて小|極めて平j怠
2次c21 841 10.811 0.131 1.40531 1 1153.04081 4 130.608110.2010.90-0.801不適
3次お 61 -28.231-4.711 132.96331 1 120.07751 3 1 6.6925;4.4510.05-0.02 1有 意
4次臼 |154|-1051-0.03[ 0.15151 1|19.92601 219.9630|0.1210.90以上 l 適._. 1 _.~-， ~'~-I ~. - -I _/'/~~~I ~ /./~J~I~'_~I 極めて大 l 岨
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(4) 生後4ヶ月幼獣 (K.N. V-4)の上毛IHI線
第 50表 上毛の葉脈曲線を表わす期待値
1次直線 1 2次助物線 13次 dtl 線 14次曲線 i
y= -1 寸 観察値μ
a寸b'lCl 期待値μ1+b'2C2 1期待値μ1+b'3C3 1期待値μ1-1 b'4C4 1VJ待値μ|
Yl 79.9-61.67 18.23 I -5.53 I 12.70 十9.24I 21.94 
Y2 グー44.05 35.85 I -0.79 I 35.06 I -6.60! 28.46 -1.04 I 27.42 I 30.21 
Y3 グ -26.43 53.47 十2.371 55.84 1 -9.24 1 46.60 0.24 I 46.361 44.45 
Y4 グー 8.81 71.09 十3.95I 75.04 I -3.96! 71.08 L072l71806920 
Y5 11 十 8.81 88.71 十3.95! 92.66 斗3.961 96.62 10.72! 97.341 100.60 
Y6 グ十26.43 024J H778118知
Y7 グ十44.05…0.79 山十660llM 1.04 I 128.72 1 126.65 
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第 53表 観察値 (y)の分散分析の平ブj和の直交成分えの分割 (十)， (ー 〉は4捨5入
思匂1S(~2) 1制) 1 b' 1平方和!ι割空方完l官官鰐ち淵 t 1確 率|評定
1次ClI 110 I 1349.79112.27(+)116561.92331 1 12916.62481 9 b24. 向めて小害め長
明 21 858 一山 87 1ー.671 2391. 22291 1 1 525.4仰 8 165.67526.03極めて小警め五
3次E314290 1 -774.611 -0.181 139.42981 1 I 385.97211 7 I 55.1388I 1. 2310.30~0.20不適
4次c41 286 I 241.531 0.841 202.88521 1 1 183.08691 6 I 30.5144:2.5710.05~0.02有志
5次c51 156 1 -80.261 -0.51 ……35 …ll …~0.25 適
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代高言 21 0 0 
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大泰司: 毛「芝燃の被毛 日雪
5. 毛世代 hairgeneration 
COLLIN9) (1923) ば mouseで初期幼獣被毛(juvenalpelage)， 後期幼獣被毛 (post
juvenal pelage)を経て成獣被毛 (adultpelage)に移るとし， 1例では生後2.5ヶ月，他の 1
例では 4.5ヶ月ではじめて幼獣被毛期より成獣被毛期に移，:s換毛が始められたとしていろ.
DRyI2) (1928)は mouseの被毛の週期は32日で. 17日 21日までに休止状態を整える.そ
れで17日-32日までを休止期 (telogen)と呼んでいる.従って生後4ヶ月経過後下毛の 1





第56表 ~Iて後 2 日 FlÝゴj 獣の毛幹中日の頬度分布
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3リJ毛景 160 42.3// 
市毛亘c 130 34.4% 
鞘毛足 88 23.3// 
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第57表 生後2日目 yjJ¥獄の毛幹闘の頻度分布
動物記I，}'K. N.O. (採毛の検銃調子完成績より〉
級 1:日1.8μ i 級問
頻度 I I 頻度
階 級|代表値 l~. ~-I----zh--~-r---~~-I 階級 μ11~:R1~111"%-(11~.f' I fs品l注15| 訂  I'，~ ;[1)( f' I μl 主品 I~主嘉| 言1
4 I 4 40 I 50 I 45 
7 7 50 1 60 1 5 
60 1 70 1 65 5 5 
70 I 80 I 75 7 7 
8 8 19.8 1 21.6 1 20.7 
21.6 1 23.4 I 22.5 
23.4 I 25.2 I 24.3 
25.2 I 27.0 I 26.1 












80 1 90 I 85 
90 I 100 1 95 8 1 8 
100 1 110 1 105 4 4 
28. 8 I 30.6 I 29.7 
30.6 I 32.4 I 31.5 
32.4 I 34.2 I 33.3 
34.2 1 36.0 1 35.1 
36.0 1 37.8 1 36.9 
37.8 1 39.6 I 38.7 
110 1 120 I 115 3 3 
















/JA 30 20 10 
毛
数。








ているものもある.幹幅代表値 11.7μ 以下のものは代表値 9.9p.を頂点、とする度数折線を
画き明らかに鞘毛の毛苦部を示している
次に幹幅代表値 13.5μ 以上のものは一部の鞘毛の毛葉腹と多くの測定標準位に達した毛
制部 (hairsta1k)の断面を示す等，幼毛青毛の一群は 17.1μ を頂上として 26.1μ 附近に






に限られ，柄幅 11.7μ 以下の小型毛を代表する青毛はない 更に毛葉部で色ぷを多量に含













HI /J~的である白毛34.4%. 幼毛42.3%. 鞘毛23.3%である.
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毛 包 -主R主守L 72 10 % 
幼 毛 量 。 。 1/ 
r 毛 F主三且主 17 23.6 1/ 
I!X: 毛 占国~~ 55 76.4 1/ 
一 一一』一 一
f君! 毛 量 72 10 1/ 
?!i「MuttI:JJ日::-

















。I% I no. I % I no. 労
3原毛包
毛の世代と
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第64友続 名態生育毛阜の総毛昌一1<:対すろ比率
3 J尻毛
毛 "eL 土畦H毛. 16 10 % 
yJ 毛 長 (G2C) 5 
F卜fjt 毛 量 (G2Y十GjY) 1 
成 毛 量 (G20) 12 
総 毛 量 (O+Y+C) 28 
副側毛
毛 包 量 81 10 
2次副仮u 毛 (gl(Y十C)} 19 23.5 
2代後継充育毛 {G2(Y -'C)} 38 46.9 
JtlZ 毛 量 (0) 62 76.5 
立'"川正~、 毛 量 (01-Y+C) 19 146.9 
:坦!りιF¥い片ιZ些3賢斗;l)h竺f4l(二: 
: C l ;l[ ;Jl;1l ;1:l :l l l ; li5民1k;i2足ζL:しg殴が戸Cι;U心山北:lじリli;Aふιi1主:jhl;





総 毛 包 量 202 100 % 
幼 毛 玉昼三主土 56 27.7 
青 毛 量 74 36.6 
成 毛 量 191 94.6 
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第68表 生後4ヶ月幼獣の背毛群毛斗の分泌i(5毛群)
動物記号 K. N. 4. 背毛







総毛己量 174 100% 総毛量 274 157% 
第69表生後4ヶ月のi;JJ獣の腹毛詳毛包の分類(10毛群〕
動物記号 K.N.4.腹毛
I 3 原毛包 l 函l側毛包 I総毛量
毛の発育記号|中央|側毛心J旦 i毛包量 I-:r:_El_ A-:--L.I ~ /，-).1"3.毛量 In/ I総毛斗量 I _~ 
|毛G!.量 I)¥'J-;土星:合計|毛量合計1毛包量 l… ~ % I I no. I 
no. no. 






一一一一一一一 一I_____l_一一一一」 一一一|一一一一J←一一一よー _1__1一一一一
1 5 i 2 I 7 I 7 I 293 I叫
Y. 43 114.7 Y. 43 114.3 
4 2 6 6 

































































区切片による 2 ヶ月幼引のち昨兵\LiJ止の N\~祭
2 ヶ月幼誠の区切H1の色 ~の解体胡在:二よれば，単~[::のr!i' el土光代))品!た {:U)i'&e1ほか対
~[~ちから山米た単生もではなくてお「に!訓主した 2 次 JIJ側毛 (post sublateral hair)である.
これら奇Eの多くは皮脂限似の明片では，後}Jに泣買を占めていて，先代出iた己の裕己))!.貞
則;を留めていない.又資料採取1町は12月15¥ 1で京在予であるので下巴の落己(土稀れである，
ことなどにより立証される 2次!胡IJ!1 巴(土色世代 1じヨ(ま glで t守e:J):id育J己!ラ;ま glYで
ある 又1[1央官，側Eて5の上巳(土;己代己('[::s Gl) と後継芭 (Gl)の比践では1月らかに後
桝古(ま飛躍 1ヲに形態の増大を示して DRY の 11T ，j~1 step-up (累世b日大1)が認められる.
下毛でほ換邑により. step-up， stepdown又(ま旧態維持:J)3つの状態を保っている.
区l;IJ片 lてよろ 3 ヶ月幼獣心毛m~組成のれ1察
検鏡(こよれば背毛詳の毛束の平均数(ま凡そ 7.3で， 3 I京毛りと包設を差引けば残りの 4.3
はI_[ミ毛の ~rJjnrl 毛包数と同数であると汚えられる，それで 10 芭砕には43))ι却問主包がある汚で
ある. 1 方 10背も;時心O~1i]立によれば副 G[l1 私立 PG10. GN. PG10. GIO. TG10. GIO. G3C. 
六本立J: 毛皮獣の被毛 97 
の右京(f;包数に同じ)も43で遇尽に一致している. Hi状主2個を含む毛束7は次の
ような方法で表示L]¥;!こる 即ちそれらの什ただ 1毛来は21闘の損状毛と 1個の幼毛を含む毛














以と 3ヶ刀幼引と心副:在心結果より生色 (Gl)とその後*:l*-毛 (G2)の問には極端な typ己
step-upの変化があるのと，三色ω18色吾朗l司の*定からこれらの継杭2代は G2と G3と認め
られる.父側毛ではIVJらかに typestep-upを表わしている.成毛の対生 PGIO.G20或
は成毛2個幼毛 1個の 3連主 TGIO.G20.G3Cが観察されることからも中央毛の考祭は正
しい(写142圏).次に 3!京毛をのぞいた副側毛であるが，生後4ヶ月は2月に当り酷寒朋で
根伏毛の落毛が遅延していて成毛の対生 PO.Oは特に多数である. これらは大型下毛が多




又生毛のE包数の調査によると 1毛昨の平均(ま 9.4である. これより 3!京毛を差引き 6.4
が副側毛けの毛包となり 5毛gfでは 6.4x5=32の副側毛がある左足けである. しかるに5
毛群で IVJらかに生五包から先生したと見られるものは PGIO.G20=20， TGIO. GzO. 
G3C=3との23毛包であるωで 32-23=9の毛包が過剰となる.検鏡によれば S.O.は先代
毛の溶毛の痕跡はないが. PO.C， PO. Y において落毛の痕跡が処々に認められるので，
3 ;主生毛の先先代(GIO)のf.昆i犬毛の落毛後の対生毛と考察してこれを PG20.G3C， PG20， 















第 37図 毛世代と各毛仰との i渇係
The Relation b巴tweenHair Generation and Hair developping Phase 
生後 1，2， 3， 4ヶ月の被毛における中央毛の発生過程各仙の毛量比較lヨ
(毛ほ誌を 100%とする)
Comparative chart of ratio of the central original hairs no・ofeach developping phase 
to their total matrices' no. from the pelages of 1， 2， 3 and 4 monthos animals. 
G-3 
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The Relation between Hair Generation and Hair developping Phase 
生後 1，2， 3， 4ヶ月の被毛における~[lJ毛の発LI 過程各相の毛量比較図
(毛町九Uを 1005ぢとする)
Comparative chart of ratio of the lateral original hairs' no. of each d巴V巴loppingphase 
to their total matrices' no. from the pelages of 1， 2， 3， and 4 months animals. 
2 
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第 39図 毛世代と各毛相との関係
The Relation between Hair Generation and Hair developping Phase (lI) 
生後 1，2， 3， 4ヶ月幼獣の被毛における副側毛の毛母2去に対する発生過程各
相の毛量比較図(毛母基を 100%とする)





















制 I I I f，必地叩...t噌!.1.;1".9
14.5'0/. 
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知421ヨ 小型上毛，分岐毛下毛の究~I.: と牧毛 (Development and Replacement of small type 

















第 上 :s I ~1 3 I 5. 5 -.) 
一一一日
-ι -ーn 2-2.5 I 4.5-5.5 I 4.5-5.0 
毛 I~1 3 I 4.5 I 
一ー一一ー-I G2-n 2-2.5 I 3.5-4.0 I 
上t宮
小型第二上毛， I G1又はgl 2.5 I d. 1 I 










































次のような )Jì去で、 ßJ(tJ~rt ;Ii孔祭して凶え沙ような粘13を得た(九ノi73え，指44，45凶)








(4) 毛包の傾斜角計算法 CHASE10)(1954)によれ::1''s!f :t!zfiゐ去!主に直角に下降発育し




を考案した.顕投鏡 D視野 j) 半径 ~rとする 区な:i>))視 ~f 什ノ〉芭包!次〉ぐま芭[洋投:ま且切片
の表皮扇 l勾で(ま作耳(第43~) のように回f圭?:- 2 r，長{壬壬 2r'とする情円形か説的内に散
在する;己包主主又は邑昨践に当 υい.今H刀 )t ゅ r~tl ぽ 1)1 0) 己包説会 A， I昆 I~J)，りfJι1'I)':lO)[1 
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f1. 34，2 検鏡倍率100倍の視野はS= r2 x 3 . 14，Rニ 1.34mmで S=(一一)-x3.14= 1.409546 mm2 ¥ 2 / 
である。
H 切片の実測によればこの視野の毛手，毛~jU主 (germ of hair and anlage of follic1巴)










で先 (tipof awn)を毛管 (haircanal) 外の表皮面 lこJ}~わして幼毛の:9IHこ加わらんとして
100 いるもの等で，その平均の観察数は検鏡の視野に58.8である 1cm2内では58.8x一一一一1.409546 
=4，171の球栓毛，鞘毛，幼毛が内在することになる. これは上述の毛君半数にも充たない数


















皮I面 0.25cm2の毛群数平均 32，33， 39， 36， 37， 34， 35， 30， 33， 34の10l巴|検鏡合計 343，平均，
34，3，よって 1cm2 1付の毛群数 34.3x 4ニ 137.2
(ロ) 背部皮革|封 1cm2内の毛量




民主 総毛L'よ量 227 =一一，これは節目表にある.毛併の総毛量 451 
(ニ) 被毛の傾斜角
l且切片の 100倍検鋭祝日!j'什の毛群は 4，6， 5， 5， 4， 6， 5， 5， 5， 5，の101旦|検鋭，主li均 5
ejtfであZ:>，
従ってlR切j干の 1cm2 I)~ωéHf.数は
100 初~'fの平均毛IUJixx =ー5 x ~:~v~"o.~ = 355 m野の両fjえ 1.409546 
・ (JO = H切}'r内の毛H手数=121=0.38591
区切片内の毛群数 355 
ftfi~HjlJ (JO =2204ゆ 22050'
同 1江川皮革而 1cm2 I)~ のこ芭 n'(;数
1)江川皮革!宣i0.25 cm2 1)']の ellf.数は検鋭101'-'1で 38，33， 33， 40， 44， 3(}， 32， 38， 32， 35， 
合言['355，35.5x16=568， 1cm2内心毛J伴数は568である.
(ぺ版部31毛群ω半均毛量




lR l;1JJ\‘ I)~ の平均二色川数， 101旦l検鏡で 16，17， 16， 18， 20， 18， 17， 21. 18， 16合計177，
、I;j与17.7
100 区切}:'1印 11 内り+J勾も計数 17.7ハー =1256 
1，409546 
・00568=一一一一=0.4522，傾斜角。0=26050'-2701256 
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第73表幼獣並に成獣の毛叢の密度
Density p巴rsq cm of juvenal and adult animal skins. 
背部中央 Mid-dorsum 
動物記号と年齢 毛 群 数 毛〔毛N母o包.基of数数〉 毛 量 Y青oung色andとclu成bh毛airs 
No.aannd imagl e No. of hair fol1icles Sum of hairs |毛群対の総比毛量of group Cmatrices) 毛 量にする率
l胎児3ヶ月 % ヲ6 % % % KN.03 4，824 35.5 4， 171 3.4 。 。
KN.O 生後2日 古 3， 775 27.8 21，179 23.9 21， 179 17.0 7，282 8.2 34.4 
KN.1 生後1ヶ月古 3，097 22.8 18，336 20.7 18，336 14.8 18，336 20.7 100.。
KN.2 生後2ヶ月合 653 4.8 14，450 16.3 21，797 17.5 14，211 16.0 65.2 
KN.3 生後3ヶ月古 429 3.2 10， 172 11.5 16， 164 13.0 13，352 15.1 82.6 
間 4l…274 2.0 7，697 8.7 12，121 9.8 10，836 12.2 89.4 KNV-8 生後8グ月♀ 259 2.0 6，112 6.9 10， 159 8.2 ※7，314 8.3 72.0 
N-3 生後12ヶ月♀ 137 1.0 6釧 7.31 1 制 9.4110.1叩5 87.3 
N-1 生後32ヶ月♀ 131 1.0 4，3581 4.91 8，6591 7.017，07418.0 81.7 
計[山791100.1188， 7581100.21124， 2201100~11 民 561 I叫
腹部中央 Mid-abdormen 
動物記号と年齢






















|No.of|1YO叩 gand club hairs 
No. of hair 1 ';.';. ，V< 1 n "' 
l (Elitz)|sum ofhairs|毛 量|言葉符左京group 
lオ
%1 ~羽--=--~I %1 -す
19，214 18，253 95 


























































Sタ月胎児生後2日生唾1ヶ月 2ゲ月 3ク月 4ヶ月 8ヶ月 12ヶ月 32ヶ月
3 months 2days Months'no. 
Foetus afterbirth afterbirth 日月齢
107 
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図表によれば毛群数の変化ば休表聞の拡張即ち生休の発育成長を示している. ζれより生
後8ヶ月， 12ヶ月の問に Nutria0)成獣完成が誠められる.生後 1ヶ月yJ獣までは宅群数は













一一平 I I714刊-下←rJ」!?12J74thz 
在来白色兎(冬毛) I 446 1，844 35.3 I 4.2 














確認されたものから体重3.5屯(約1貫)， 5.5屯(約1.5貫)， 7.5屯(約2貫)の 3区に分っ
て，各区を牝牡5頭宛，総数30頭を採り，背毛を採集して下毛斗分岐下毛 (underhair+cross 
under hair)の柄幅 (diameterof hair stalk)の平均値を求めて各々均等性 (homogeneity)
について検討した。




休?をによる区分 |動物記号|附怖の相加干均(瓦)!標準備業 (S)I --s ~， "， ，- 1" "，..--'"'0''' ""'1 ，-" -，' '"' n ， '-J 1 xー100
Classification by the! A n;~~l n ，，~hø~ : Arithmetic mean i "'o_rlo~rI rlø ，， :o ， :~_1 Coーfficientof 




N-2.65K古 16.03 2.40 14.97 
N-2.50K (1) 15.71 2.40 15.28 
I N-2.朋K 古 12.57 1.70 13.52 
Nー 1.91K古 15.50 2.62 16.90 









N--1.45K ;) 13.88 . 
N-.1.45K 6 12.63 ・ 1 N -1.45K古 14.93
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第 76 表
イ本 司そ 区 H司
|5.5均 l
三r 1-' _l~ 66.97 1 __ 一一一J__~竺_I
平均 μ 13.37 1 13.74 13.59 
..sx~ = 2778.9055 
NX2=Cl3.57)2X 15=2762.1735 
総平方和=..sxf-N辺=16.732
級内変動=2778.9055ー{(l3.39)2卜(13.74)2十(13.59)2) X 5 
=2778.9055-2763.8390 
(Sw) = 15.0665 
級間変動=2763.8390-2762.1735
(Sb) = 1. 6655 
第
要 因 平守 方
級間変動 Sb 1.6655 
級内変動 Sw 15.0665 
















































計 μ64.62 1 69.17 72.11 205.90 
平均 μ 12.92 13.83 1 14.42 I 13.73 
.Ixf =2851.1476 
Nx2= 188.2384x 15=2823.5760 
総平方和=.Ixf-N辺=2851.1476-2823.5760
=27.5716 
級内変動 (withinc1ass variation) 
ニ 2851.1476ー ((12.92)2t (13.83)2-，-(14.42)2) x5 
=2851.1476-2830.6585 
ニ20.4891
級間変動 (betweenelass variation) 
= 2830.6585 -2823. 5750 
=7.0825 
お3 79 表
要 因 平 方 和 自 由
級間変動 Sb 7.0825 2 
級内変動 Sw 20.4891 12 
一一一一
















牝広大水音産紀要 3 (1) 1960 
us 80 表
(♀) 牡 (古)
X 2 i Xi X 2 i
184.6881 16.03 256.9609 
216.6784 15.71 246.8041 
161.2900 12.57 158.0049 
213.7444 15.50 240.2500 
152.0289 12.30 151.2兜O
219.6324 13.71 187.9641 
151.0441 13.88 192.6544 
208.8025 12.63 159.5169 
186.8689 14.93 222.9049 
182.5201 14.02 196.5604 
189.0625 13.10 171.6100 











































↑ ???? Nx2= (13.72)2 X 15 
=2823.576 
2xf -Nx2=27. 5716 






'1ヒ(字)では文ナ13.57，.l'X~i --N文~~16. 7320 
27.5716116.7320 SP~~ 一一一一ー一一一一 1.5822
28 
SP~ 1. 2578 
_ 13.72-13.57 _0.15V7.了一 ，一一~-ー =0.3265 

































l に散 、ドる talk 
I I : 黒中心け小ど皮聞主質皮くなく' tua E ‘S.C. 
2 135.1/18.914.51 色形色のに取毛の くをで楕乳濁円 I ~内山w円u 単生幼毛
お附:t韓議;毛根 l←S.O.hair root 単生成毛
4 i 4.514.51 ド灰L腕，色円系形で頼巾粒叫点正li|毛hair「←S.C す l awn 単生幼毛
5131.51ベl基点央調一色で 毛根 ←S.O. が中 lζ褐灰 頼泣 hair 在する root 単生成毛












5ピ(11ぺ巾山η3.5刊 5! !乳濁色， 円形
L仏司叩1肌 5到乳濁色，円形











毛幹幅「梶状毛悦_)_1 発 育 毛|広告毛ト幼毛l総毛
布土 1口1.8μ ------，--------------;------I'vc""l F3 -W ' -"'J-WI 
代表値 (μ) 1 11!(色毛恨 i有色毛似|毛 柄|毛芭，毛葉，毛頭101 YトC 10寸 Y 卜C

















































? ， ? ，
?
ー





























































24.2 48 P.O.O. 
? ????????
毛 式~市 景 198 100 % 
幼 毛 量 37 18.6 
青ー 毛 量 84 42.4 
成 毛 量 235 118.7 
毛 2主ヨ邑ー 356 179.8 
213 
35 









































































































C. 55 121.0 ? ?ー、??IC. 45 8 1 5.9: 
IY. 48 
20 114.70. 156 
10 6 4 SC. 
SY. 
22 O. 2 2 SO. 
80 80 158.8 
P.O.C. 











。?? ??????? ?149 !13 1 136 1 1州 24円
各態生育毛量の毛包量に対する比率
13 8 5 
第 84表続
);¥IJ 毛
毛 B 主5戸主1 136 100 必
幼 毛 主王ヨ呈A 45 33.1 
青 毛 F且写土生 48 35.3 
成 毛 2土=をョ<. 156 114.7 

























3 原 毛 包 副側毛包 総毛包量 総毛量
毛の発育記号
ιNo言.l伊、白l"'lV.再i三N量o量.1 %全I吉N耳o. 毛包量|毛 量 No. No. 1 % 1 No. 1 % 
S.C. 1 C. 2 C. 52 19.6 
C. 54 19.2 
S.Y. 3 2 5 Y. 5 61 30.0 Y. 67 25.3 
66 Y. 72 25.6 
S.O. 2 6 8 O. 9 82 40.4 0.146 55.1 
90 0.155 55.2 















。 。?? ???， 、
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背部毛君子内の毛包の検 E完結果(5毛群)第 87表 (A)
動物記号 N-7
毛 l 先 代毛後紋毛
1t 1一一 一丁一一一一一一一一 「一一一←| 計円 1
蒋| 毛幹郎 |色刊その他[発育 l発育口い一勺|毛幹恒| 色調その他 |発育
勺 ia|b cl l i位百( l a blc| |位置
| μし州 以来調色l日濁色で l 1 1 μ| 川 町某淵色は赤黄色で責 i
1 1 31.5129.71 中央に褐炉けilt:，:1'.;担1←P.O.C→71.11311441色ぷ頼牧が皮質髄質!毛禁| ι す ー l 止 1  1l l i l制す i明治
1 I ìl~褐灰色，日(1'[悩 ] 
211521162.1189.11買に相川故!日iI毛箆;〈 SC. 1 i l l I'J~'y~'l v/"i 町 lド位i ~ IJ. ._，. 
1 I 17す… l JIli 
]来羽色は乳濁色で II 
3 i 63.9156.71 中央lこ褐以色穎松!毛根|←S.O. 1 
1 点のす 1 I 1 1 
浪褐灰色，褐灰色 I
4 ]215.1]89.1]143.11頼杭が皮質，髄質問毛葉|←S.C. ] 
1 i I乙充満す ] 
I ]] ;1正l凋色は溺没性の I





































2 2 2 4 4 4 
9 1 9 10 
5 9 57 9 66 
16 8 1 110 19 129 
6 19 11 20 30 50 
3 25 7 3 32 35 
11 4 15 15 
3 7 7 
1 3 2 2 5 7 
1 1 2 
1 1 2 
1 
1 
|育毛ナ幼毛 l 弁会 毛
I Y~C I 0ナ y，C


















331 136 195 65 71 32 163 
120 広大/1<"出産紀要 3 (1) 1960 
C. 65、
ト 136、
副側毛総数 Y.71) ---~331 
O. 195) 
f単生成毛 S. O. =Total O-POCY +G)ニ 195ー 120=75
副側毛包総数 211=~単生発育毛 S(Y十C)=S.Y十S.C. = 136-120= 16 
t対生毛束PO(O十Y十C)=PO.O十P.Oと工ふO.C. =120 
120 
第 87表 (C) (4 )冨IJ 側毛包
同一毛包に発生せる対生毛束及び達生毛束内の先代毛と後継毛との関係

















Y C Y C Y C Y十CY C 
1 I 1 
1 I 2 
2 I 6 
3 I 6 
2 5 I 4 6 
6 4 I 10 7 
7 1 I 15 6 



























P.O. Y. =55 PO.O.ニO P. O.c. =65 
動物記号 N-7背毛




































































毛 ;_.;_ 亙EJL 217 1∞% 
土J 毛 笠土 28 12.9 
I寺 毛 生ト1 46 21.2 
J&: 毛 主必今 252 116.1 











No. ! No. I No. I % I No. I No. I必INo. 1%1I 
4 ! ~ 1 ~ I I~:: 1 813川|
36 116.810. 247i : 
















33 33 15.4 








1¥ 21 ¥ 214¥99.9¥ 392¥ ¥ 
各態生育毛量が毛包量に対する比率
T.O.O.Y. 



















3 原 毛 包
毛中N包o央量~ItlH ト :合計lz
~彰 No. 1 No. 1%1ムー I /V 1 
8.C. 2 1 1 0.3 C. 501 3 C. 57 
8.Y. Y. 1 39 12.4 Y.145 40 Y.146 








? ?? ?? 、
?329 19 ¥ 315 ¥叫吋
各態生育毛量が毛包量p::対する比率
14 9 5 
? ? ? ?? ???
??
毛 包 主Eヨg 315 100 % 
Y;}J 毛 主F呈ヨ 50 15.9 
F円李主 毛 主E司邑令 145 46.0 
成 毛 量 378 120.0 




























52 33.0 67 71.9 146 
第91表






。。。30.8 65 33.6 71 92.4 195 月
34.1 月
一一一二日:1Cf:-iムl…321 74 115.4 247 214 月1 N-11 
?
??
19.0 60 13.7 43 145 
? ?
?
??、 ， ?????? ，
?
? 、
?573 100 315 月12 N-12 










.l'Cx)a + .l'CX2) b=.l'Cxy) 
ダ; 9 2 J.ミ

































































































? ? ? ? ?
従「て規準)jr~式は次のようである.(…b+505c=17川(1)
61 a十505b斗4843c=10364.7・・・・・・・口・・・・・・・・・・・・(2)





よって Y=212.952ー 14.645x十0.985x2 
第 9 4 表
ω oの均合 | (3) O卜Y の均合一一
-Z1J11 型空巴JJ1巴Uユ三~__I竺円七だいIJJ ね 11ft (Y) 
133.3 140.9 i 1 156.4 172.0 
2 118.7 129.5 li 2 I 161.1 159.3 
3 145.3 120.0 1 3 166.5 149.0 
4 114.7 112.4 1 4 150.0 140.9 
5 129.6 106.8 1I 5 151.9 135.2 
6 71.9 103.1 i 6 104.9 131.8 
7 92.4 101.4 1 7 126.1 130.7 
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(4) Y+C青色と幼毛の場合
規準方程式の係数の計算を行なえば
第 9 5 表
月別ω! n X x2 |観察値匂 xy 
1 1 53.0 53.0 
2 2 4 61.1 122.2 
3 1 3 9 56.1 168.3 
4 1 4 16 68.4 273.6 
5 1 5 25 50.6 253.0 
6 1 6 36 ¥ 58.6 351.6 
7 7 49 64.5 451.5 
10 1 10 100 34.1 341.0 
1 11 121 67.8 745.8 
12 12 144 61.9 742.8 
10 61 505 576.1 3502.8 
従って規準方程式は 第 96 表
x (月別〉 I Y (期待値〉




= -0.08585 4 57.79 
近似式は直線の方程式で 5 57.70 
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第 4881 fhl山Itjの月別平均気温凶(1947年)
/~"'-x 
/J¥ J ' 'x"， 
月期IJ 1 2 3 4 :1 6 7 8 9 10 ] 1 12 
.f5祭， この謝完成績によると1f問通じて青二色 幼毛の発育毛のだ生差ーはない(第91表).
i杭!I変 11 与， Jd然H与は成毛の落毛が~\・く，下色のj見合は後継毛が育毛期の|什にそれ等と対生して
いる1兄sのtくがi法色するので，hJ<: s 2個の対!tすることは稀れである.夏手から秋季の寒
冷にI1Jうと成毛の糸:毛が遅れて主主Lf.対生のIJX:もの脱落は少なくなり， 1毛包に単生する青
色 (SY)は極めて稀れとなる.従って成主， fi'毛の対生毛 (PO.Y.)から成毛，成毛の対
'[. s (PO. O. )となり，成も 2，発育毛 1の3j主主 (TO.O. Y.， TO. O. C，)の真毛来と
なる， Mし成ご色3 (TO.O. 0.)ω連生毛はない. このように後継毛の先生はよどみなく進
み，成毛の治;毛が停止しているので寒冷時の被毛の量は増している.
このように漸次毛世代を直ねてゆくので1月から毛量は増加して 1月→ 3月が最も多量で














第 97表 (分 l投下毛+下毛の場合)
部|動物記号陸空~I 加の相自 1 偏差平方和!自由度|分 散|標準偏差 I~~異係数
位 IAnimal No・|暖(B)I 'x (μ;' I 8(x-x)2 I N I 82 I 8 (μ) I言xlω 必
1B I 13.36 22ω 市 3ω 1.74η 古lA[M|%m切97.46“~ I 別 |38262119%6l1M4M
I 1rt.Y.，.. "" n TT  ^  I A 1ロ2.56 1ω059.4仰7 I 6臼20 1. 7刈08総8 1.31 
背 IND.7.9Koli3 iZ:5O iO4O:Z3 SOS I i:OS9 i:4 i:sz 
I ~T~ ~ ~ TT  ^  I A I 11. 81 1224.72 I 579 1. 9697 1. 40 11. 85 
背 INE.5.3 K主1B|12.041 I6Z7:35 6zi i:6163 i:62 I i3:45 
I ~T~ ~ r TT  ^  I A I 12.01 1403.59 I 571 2.4581 1.57 13.07 
背 INF.5.6K平 B i:97 iZ95:S3 I 579 Z:Z38I I i:37 
I H~ ^  • TT ~ I A I 10.23 593.28 I 404 1.4685 1.21 
版 INC. 9.4 K o I B10.351516.56146211.1181!1.06|10.24 
判ND79K2(A111411 問 351506l 11i;|ig|itfi |B I 10.74 825.43717 1.1512 
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第 99表分岐下毛十下毛の場合
jH 暖 ヰー才エ二 寒 冷 主寸γーよ
動 物記号 柄幅平均値 (μ〉 動物記号 柄幅平均値 (μ〕
N C 背毛 13.36 N C 背毛 13.76 
N D 。 12.50 N D '1 " 12.56 
N E u M 12.04 N E " " 11. 81 
N F " M 11. 97 N F " M 12.01 
平 均 12.47 平 均 12.54 
Ni(b 155. 5009 x4=622.0036 N主b 157 .2516X4=629.0064 
x~ ~ ~~~. ::~~ 2 J 157.7536 
144.9616 Xs .139.4761 
143.2809 144.2401 
.sx;ニ622.9821 .sxi =630.8074 
.sxi-N元2ニ0.9785 ~xT-Nx= 1. 801 
動物記号 約 11"¥ .三iξ 」句{直 (μ〕 動物記号 制 I{J半均値 (μ)
N C 腹毛 10.35 N C 腹毛 10.23 
N D " M 10.74 N D " " 11.41 
N E " " 10.78 N E グ " 10.70 
N F " " 10.42 N F " " 10.46 
平 均 10.57 平 均 10.70 
N辺=111.7249 x4=446. 8996 N孟b 114.49 x4=457 .9600 
i… ? I 115.3476 114.4900 xi ) 116.2084 x? A130.1881 
108.5764 109.4116 
~x?ニ 447.2549 .sxf=458.7426 
.2'x?-NxZニ0.3553 .sxf-N孟2ニ0.7826
(1)寒冷李背主 (2) 寒冷李 I1立毛
iほH左手背も 温暖李脱毛
(3) 温暖季背毛 (4) 寒冷季背毛
温暖季iI反毛 寒冷手脱毛
(1) 空空主主主主主j世君主曹主宝生壁




I 1 1 SPバ斗
可 Nl N2 




ホ.寒冷不支1= 12. 54ft， .rXri -Nl支i=1.801μ 
市lA妥季 X2=12.47It， ..rX~i-N2支~=0.9785μ
。 0.9785+1.801 1.1586 Sp2=.-'~ .--， . .~~. =.-一一 ?で0.1931
6 6 
SP ，.0.4394 


































12.54-10.70 t = -=~.:'._'_'_"_ = 4.07 
0.6562 x O. 7071 
両者は有意な差異が認められる.よって寒冷季において背毛と腹毛の差異は認められる.





NC 背毛 ND 
寒 暖 寒
代1.8μ表間値隔 I代10μ表間値隔 No. % 
A¥B¥A[B AIBIAIB CA)μCB)μ 
9.9 23 3.1 20 2.5 ! 3到
+ 
11.7 197 26.1 231 28.9 327 48.2 
+ 
13.5 290 38.5 362 45.3 216 31.8 
+ + 
15.3 129 17.1 12.0 54 7.9 
+ + 
17.1 53 7.0 36 4.5 13 1.9 
+ + + 
18.9 15 161 708 2.1 93.9 131 758 1.6 94.8 81644 1.2 94.8 
+ 
20.7 12 1.6 6 0.8 5 0.7 
+ + 
22.5 1 0.1 3 0.4 5 0.7 
+ + + 
24.3 1 0.1 0.1 1 0.1 
+ 十
26.1 2 0.3 1 0.1 1 0.1 
+ 
27.9 25 171 0.1 2.3 1 1.4 21 14 0.3 2.1 
+ 
29.7 1 0.1 。i 。
+ 
31.5 0.1 。 。
4 
33.3 。 。 0.1 。 。
35.1 。 。 2 0.3 
36.9 。 。|
+ → 
38.7 35 2 41 0.3 0.5 0.1 0' 2 0.3 
45 2 0.3 4 0.5 41 0.6 
+ 
55 0.1 3 0.4 0.1 、
65 3 0.4 0.1 2 0.3 
+ + 
75 1 0.1 4 0.5 0.1 












31 520 0.5 92.9 




















95 4 0.5 6 0.9. 0.4 
+ 
105 3 0.4 7 0.9 4 0.7 
+ 
115 0.1 2 0.2 
+ 
125 0.1 0.2 
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Z~ 0.4 0.1 o.r 




















































65 7:5 55 
40 
九叫抑止0:__ ，_.1山
幅代表 ∞?ロロロロ冨屈お忠臣自~~ ~ ~ ~ g;?t 4.) 






























Z~O.5".J!.旦 0.3 os 13.2 0.1 0.10.2 0.) 0.3 0.5 0，:> ___Q:句
毛柄幅代表情μ "'~ロ~~コ E8 戸主岳民巴 SE 詰~ g; 45 55 65 
ー吋伊国~ ...，吋 ωω..... (，.-'-.1釦 ω~'" 吋
干毛;分 'J: .L ラー
J 岐?
毛
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第 102表成獣被毛の度数分布表
(動物記号 NC，ND，腹毛〉


























































































































21 85 0.2 2 0.4i 














































































































































































105 ll:i 95 
???
40 
注目回日目盛旦主 主主且12 • o.i.. 0.5 0.5 0.2 
∞ ω~ ~ピロ E ES詰官自!i巴日毘詰呂宮 45 55 65 75 
毛柄幅代表値l' 同ゐ=ー -Hhh hωLωλωω 回(o~
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叫 I~叫白山 O.l..2.:!叫日叫叫 0，2 0.4 o，4~ 












































1. Nutriaの生毛の毛原某は 3ヶ月胎児で略整っている。既に背毛被毛の 3原毛群は鞘
毛まで発育している.頭，背，腹，胸部の順序lと発生しており，胸部は未だ色素のない毛芽
である.従って 3ヶ月胎児は頭部，背部が薄墨色の裸形である.




3. 生後 1 ヶ月幼獣までは '1:毛の完成~JJで全生毛は成毛と青毛で，成毛の少数は後紙毛の
毛芽を伴なっているが. 2次副側毛の幼毛の発'1:(ま極めて稀れである.
4. 生毛群は I~'央毛，但IJ毛の 3 原毛を中聞に左右に副側毛を配して最多数15毛，最少数 3

















ノ¥.ユ」マ μJ 毛度 fiその被毛 141 
われていろ とくに~~ 1上モ，信 2上モのた可'Jf二毛(JηUJ毛(:Uil;f:1:-背f11J11tてょうか]日で]て
ブJにイIIびiUしてf&ちを保殺していおようであろ.
9. 後続での:it'[el土木符!こ尽冷，温'1乏の男IJな〈町'[均の内取がどであろ IT11)1司 ~!Nl で級 1) ;! S 
えされていろ.
10. j二'[:，下モともに日I問の fNl~irりi 問(士 ftEE特に たしてい乃が， 1:1i:J Ji: I--l-守化行く，
とくに下毛!士川1たそ緋 ]1; してお IÎ ，更に '[f[' 男 IJ においてむ -/~':: 1~. そ 1>担めない 又四千fCi(j I、てそ立、
イU:-tだい.イIし背ドt日ソ心にI[江ド巳よりたであおことばlリ]らかであ 1). 
ヵ;
11.市 1，市 21.巴の jJm色ばソのりIJi¥くそのi'l¥ ~問 JDJ向日允 'IJ全4.5-5.0 ケ)J同でおろ
引 2 上巳のつ\)I:~T，;，下巴(士 i，'¥!It'千:() ;':1 jY{ J問問[土3.5-4.0ケ)]問でやや):¥1.く， ');!~ì吉宗門
5.5~6.0ヶ JJ で上古よりよミい.
12. 1[ :後12ヶJJJ)後日新古包の.1-'で加ほだく，成ものト!1官?と後紺:モのJIJrl日ICよ「て 1モ包
から対ノ 1:右京 J主 11-芭 ~E (述Llt代古来)の真右京をI1じ， これらが合併:して尚古来を形成す
る ')1ご冷不においてほ， 1モ包の形成すiStft代古来のも数[士 3毛が最高で 3でが凡てf&'sの
ことはた「い.日比毛 2，交官官 1のか介せである CTGnO，Gn斗10，Gn+?， Y Xば TGnO，Gn110， 
Gn+?， C)。
暑熱不においては 3述'1:毛束ばたく， )lて成毛と発育ちとの士、JI:毛東で (PGnO，Gnl1Y 

















色小政相1I包が(~Ij に iUf;. l'D )I( n羽1
jlr t， 10:t ともに定Jf;!.((JU拾怖のあろ FG のち I~lll !~の FH界ば 1:\);IIJII 1 約 13μ で， Yi1ーのも小日
細胞でもWiを完令lごむ11する下 EのF界ば約20μ で， T; ~~ Ui机紋I，<J.J[J;状巴ノJ¥1止の1:'N 
1土jt1P{1で約25μ であろ.
18. e/J¥Jたが冠状で単一例1I包のときけ， ij'jü J'l細胞も耐えにータIJ の配í;?l~ をすろ.
19. 毛析の横断面で， ち/トリム fE立町 J}と1'H:1i胞がfi吹から向次に(J丘町制1胞が 1市から 2
lTiに)移行するi克が下五と!こ Eの岐れ日にあたる.
20. Nutriaの下院主ぱ次のようにな類されお.
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知 104表 Nutriaの被毛の分類表
分 d'i ?; 初、 毛 長 tPJ ~ 毛 量ゐcm μ μ % 
(1) 第 1 上毛
)??毛 2.0-8.0 15-125 20-200 5-10 
(2) 第 2 上毛
}腹毛1.5-5.0 15-85 20-120 1-5 
(分岐上毛(3) 分岐毛
分岐下毛} 背毛 2.0-2.5 12-14 12-25 90-95 
(4) 下 毛版毛1.5-2.0 10-12 10-20 95-99 
(1) 第 1上毛，長大毛で，毛珂部は狭窄せず.黒褐色で明葉JfiFのないのを原則とするが，
毛葉先端(宅tの下方)が淡色の乙ともある.






























1 oe"ffi~c 1 ~ 2 '£, ~~~~~¥~Ui 2 ~ 3 t~\ie6 'Lv' 0 C.(:. 
(7) ;t:ffj( 2--} ~c ll)j G iJ> ~c·tiJ:;[kO) ]'~ 01i!i. tfJl3(J~9 6 ffib~?JO) f; 5\: (;t .:c UJ:l** iJJtJJ iJ:l~.fi!. G n L 
v' 0 OJ~Co/~«-c, 4WJrUJU1[·tJ: \ ~[;9 ,'5 Nutria (i.:CUJ~,tl1Fi3'J11UCJ::~_l-c}f!\C.:CJJ~l:!(OJt{ 
:f:R 1J)J ILl.! ~ fr!1 :& G '5 0 c. c . 
X. SUMMARY AND CONCLUSIONS. 
1) In the three months old foetus of the nutria, the development of the lanugo 
hair anlage are almost completed, and the dorsal original trio group are growing to 
be "Scheiden haare". 
The hair anlage developes in the order of caput, dorsum, abdomen and pectus 
and so the anlage on the pectus is still in hair germ stage being devoid of pigment. 
Therefore three months foetus is of a dark gray nude figure. 
2) At birth a baby animal is covered with lanugo hairs. In about a half 
number of lanugo hair follicles contained in the hair groups the large-type hairs are 
growing to about one-fourth of the whole length and the small-type hairs to about a 
half of the length. 
At several hours after birth, they may be served as keeping the body heat in 
the cold water. 
At birth original trio group are still young or the younger hairs and most of the 
sublateral hairs are in hair germ state "Scheiden haare". 
There is no sign of the postnatal sublateral hair growth. 
3) During about a month after birth, the lanugo hair groups accomplish their 
development and most of the lanugo hairs become club hairs while the rest of them 
remain as young hairs. 
A small number of club hairs are accompanied with their successors. 
The development of new postnatal sublateral hair follicle occurs rarely. 
4) The lanugo hair group is composed of original trio group and sublateral 
hairs are arranged on both sides of trio group. The largest lanugo hair group has 
fifteen follicles and the smallest group three of them. 
Generally, lanugo hair groups are of "Fifteen hairs type", "Seven hairs type", 
"Three hairs type", or middle number type. 
5) The development of new postnatal sublateral hair follicle is most active at 
about two months after birth. It is evident that the additional development of new 
hair follicles is continued until eight month old and ceased before twelve months. 
6) The pseudo hair bundle is made of several post sublateral hair follicles con-
centrating around a lanugo cross-hair follicle or a lanugo under hair follicle. In this 
occasion the original trio group contained in the large hair group, fifteen lanugo hair 
type group, are composed of a first over hair and two second over hairs, follicles of 
which are almost independent from pseudo hair bundles. 
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In the hair group of the seven lanugo hair type, the group is composed of six 
pseudo hair bundles and a solitary central hair follicle. In the hair group of the 
three lanugo hair type, the group is composed of three pseudo hair bundles concen-
trating around original trio hair follicles. 
In such a way above mentioned, every large over hair follicle gives rise to a 
solitary hair, and then a generation of coupled hair bundle, or rarely a generation 
of trib hair bundle. Other small over hair follicle, cross hair follicle, or under hair 
follicle passes a solitary hair and the generation of true bundle occurs like the large 
over hair follicles. These solitary hairs and true bundles are combined together to 
make several pseudo hair bundles. 
The hair groups of the adult pelage are composed of the above mentioned hair 
bundles which are about the same number as the follicles of lanugo hair groups. 
The hair group density of the adult pelage is only about four percent of the 
juvenal pelage, but the hair density of the adult is about a half of the juvenal 
pelage. 
7) It seems highly probable that the development of all follicles is not brought 
about by the process of proliferation, but develops and migrates down from the 
stratum germinativum. 
8) The epitherial tissues enclosing the tip of the successor extend upward to 
about the level of the sebaceous gland, and along the epitherial tissue on the outside 
of the capsule in which the hair club is buried. 
The level of the sebacenus glands is just at the base of the hair canal through 
which the tip of the young hair appeares on the surface of the body. The successors 
of large over hairs extend upward looking like to be carried on the back of the club 
hairs and to protect the predecessors. 
9) So far as the animal is healthy the development of the successors are re-
peated periodically despite the outside temperature. 
10) Both over and under hair are always enlarged in size to some degree by 
every replacement during the growth period of the animal. The under hair of the 
adult pelage showes no particular change in type in their generation. There is neither 
seasonal nor sexual change. However, it is apparent that dorsal under hairs are 
larger than abdominal under hairs in size. 
11) There is no seasonal difference in large type over hairs. This comes from 
the fact that they are remained in the skin from the time of hair germs untill the 
shedding of club hairs covering about 4.5-5.0 months. Small type over hairs and 
under hairs the period of retention in the warm season is about 3.5-4.0 months 
being shorter than that of large over hairs, while the retention in the cool season 
lasts about 5.5-6.0 months being longer than that of the large over hairs. 
12) After twel_ve months old, there is no increase of new hair follicle in number 
in the stratum germinativum. 
On account of the retention of club hairs and the participation of successors, 
the hair follicles produce the generation of true hair bundles, namely coulpied hairs 
bundles and trio hairs bundles and these true hair bundles make pseudo hair bund-
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les. 
In the cold season, the largest number of hairs which are contained in the 
generation of true hair bundle developping from the same follicle is three. This is 
the trio hairs bundle. 
There is no case in which all hairs of the trio hairs bundle are club hairs, i. e. 
T GnO, G 1+10, G,+20. All hairs of the trio hair bundles are composed of two club 
hairs and a growing hair, i.e. TG,Q, G,+IO, Gn+2Y or TG"O, Gn+IO, Gn+2C. 
In the warm season there is no trio hairs bundle in the generation of hair 
bundles. They are coupled hairs bundles or solitary hair follicles. The coupled hairs 
are not of two club hairs, i. e. PG,O, Gn+JO. 
Accordingly the density of the hair in the cool season is about twice as much 
as that of the warm season. 
13) The medulla of the under hair is of the chain shape and is composed of 
alternately arranged air chambers and medulla elements. The medulla in which 
the cells are arranged in a continuous line, has air chambers enclosed with medulla 
elements respectively. These air chambers are formerly occupied by the karyoplasm. 
Therefore every air chamber is formed in each cell. 
14) In the over hair, the medulla fragments fix firmly on the innerwall of the 
cortex pipe at about regular intervals, and the microscopical observation of the 
longitudinal section reveals that they are confront, crossed each other or in net-like 
shape, forming zigzag air hollow in the medulla. 
15) In the under hair stalk, there are many granular pigments in the medulla 
elements which are found between air chambers, while in the over hair stalk, the 
pigments are scattered uniformly in the cortex and the medulla. 
16) The keratinization of the cytoplasm of hair cuticular cells may occur earlier 
than that of the cortex and the medulla. However, the keratinization of the cortex 
may occur simultaneously with the medulla. 
17) The crimps of the under hair seems to be brought about by the cuticular 
cells which prevent cortex cells from the uniform arrangement in the peak of the 
hair bulb during the growth of the hair. Either in dorsal or in abdominal hair cover, 
the stalk of the under hair which has regular crimps is about thirteen micra in dia-
meter, and the stalk of the under hair which is entirely surrounded with single 
cuticular coronal scales is about twenty micra in maximum. The blade of the under 
hair which has *"jomon" type coronal scales is about twenty-five micra in diameter 
in maximum. * "jomon" = Cord marked 
18) When the hair cuticular scales are consisted of single cuticular coronal 
scales, the medulla cells are arranged in a line. 
19) The observation on the cross-1>ections of the hair stalk indicates the change 
of the singular cell to the pulural in the cuticle, the medulla-and the cortex-cell 
respectively. From this the boundary shifting from the under hair to over hair is 
considered very probable. 
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20) The hairs of the nutria are classified as follow 
1) first over hair 
2) second over hair 
3) h 0 f cross-over hair cross- atr 0 \ ccoss-under ha") 





whole long dia- long dia-
length meter of meter of 
























1) The first over hairs are the longest having no hair constriction. As a rule 
the hair blade is dark brown in color without agouti bands. There are some excep-
tions that have sub-apical light yellow bands. 
2) The second over hairs are the next in length. The hair blade is wide with 
bright yellow agouti bands in the mid-blade. In the middle of the hair shaft there is 
a narrow constriction. In many of them the hair stalk is larger in diameter than 
that of the first over hair stalk. 
3) cross-hairs, 
It is possible to classify cross-hairs into two, i. e. over hairs and under hairs. 
The size of the stalk of the cross-over hair is the same as that of the cross-under 
hair. The hair blade of the cross-over hair is somewhat wider than that of the cross-
under hair in diameter and the former has an agouti band while the latter is a blade with 
dark shade. The cross-under hair belongs to a large type under hair, and the fea-
tures of hair bla:le, hair coastriction and hair stalk are very much similar to those 
of the under hair. The width of the cross-hair stalk is intermediate between that of 
the under hair and that of the over hair and the name "cross-hair zone" should be 
applicable. 
4) under hairs, 
The under hairs being without the cross-hair zone are simply ordinary under 
hairs. 
21) There is no development of new hair follicle after twelve months old in the 
nutria. At the several months after the birth, the density of the hair groups is de-
creased remarkably, but the density of the adult pelage is kept by about a half of 
that of juvenal pelage in degree on account of the development of postnatal subla-
teral hair follicles. However, at this time the density of the pelage is highest in the 
life of the nutria being provided with the fine under hair. 
The density of the ab:lominal pelage is higher than the dorsal pelage and the 
quality of the hair in the former is finer than in the latter, so the skin for the fur 
cut along the mid-dorsal line should be prized. The ab:lominal skin of the juvenal 
animal is thin and brittle. From this reason the nutrias of above twelve months 
after birth and above four-five Kgs have utility value for the fur. 
In many kinds of ro:lents there are normally two seasonal molts in a year, i. e. 
spring and autumn, and they supply us with fresh and fine winter pelages during 
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only about two months after December, while in the nutria there is continuous re-
placement of hairs throughout a year. However in the cool season the shedding of 
the club hair is delayed, increasing the density of the pelage above twice as much 
as the warm season. 
Such prolonged retention occurs not only in winter, but also in late spring. 
From the reason above mentioned we can understand that if this animal is kept 
in the pen supplied with fresh and cool water, and carefully treated, the superior 
pelts of higher value is maintained for considerably long period in a year. 
22) The findings so far obtained in the present investigation are as follows: 
1) The arrangement of hair follicles in the hair groups has been made clear. 
2) The air chamber of the under hair is formed in the medulla cell in the 
place which is occupied by the nucleus. 
3) The occurrence of the crimps in the wool of the sheep is said to be brought 
about by some chemical procedure but the crimps of the under hair in the nutria is 
resulted from the change of arrangement of cells. 
4) Speaking morpho-genetically, the shifting of the under hair to the over 
hair is the shifting of singular cell to multiple cells. 
5) There is no sexual age or seasonal difference in the under hair of the adult 
nutria. 
6) There is no change in generation of hairs of the nutria according to the 
season, but during the cool season there occurrs very rare shedding of the hair. In 
the warm season 1-2 hairs are retained in a follicle while in the cool season 2-3 
hairs are held. 
7) In the most of the fur bearing animals there are regulary 2 shedding 
periods, spring and autumn in a year and so the pelting time is limited. However, 
the nutria replaces the fur all around the year. Accordingly we can control the 
pelting season by managing environmental condition artificially. 
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A 
UTAlSHI: P巴lageof Nutria 
7. 3カ)J)j台児のS切}iよりt6tSj'l の é~ . 1.-'1ヰsは(顕微鏡1Iう〉十(600)X (15111日iH山中5)，鞘毛WJの中
央毛包をlド心lこ毛栓朋，b](栓JDJのIJlJe8.とも.!J'の函IJfill18包を伴って遊休のようである.
8. 3カ刀)j台児の S切)'1-，600x5， q1火'(，~lIJ8の 3}J;('(は各々)IJ例の毛れよりilUFしている，3原
毛m.
9. 8と同級で，11央毛，~llJ毛JUι別伊1の毛竹よりブUj する . 600x5. 
10. 8， 9に同じ.
11. '1:後211幼獣i'fl主のIs.切n.より，150x3. 1央よりやや上位!ご最大'B8./l干の 15IヒE包H'tあり，
その他 7~1:毛包醇1:1.. 3'1:_B8.lf下型などあり.
12. IciJ七7毛包ltf型 150x5 
13. 同腹部毛群.150x3. 






14. 3 ヶ月!胎児， ??郎の染色1m処}T[l切J~ より . 150x3. 






20. 3ヶ月胎児!支の胸部 L切J'i，染色1m処l'H，E:栓JDJのも包をぷす.150x3. 
21. 3ヶ刀)j合児j支の腹部Ll;Jjn-，染色処:FIl，球栓WIより納'eJ切に移る過程 150x3.




OTAISHI: Pelage of Nutria 
22. 1川氏1主 11友郎主n~の11行IDH立 600 ;く3.5，aはドものもli'j，bは下ものも必，cは下Bのも恨，eは
下EのBL:，f は!主)J日臥~， dは小屯上1この"'G1ijをがす.
23. IlúJ~1のドも， 分吹B， 150:><.3. 
24. JJíUijlのド毛のBi1~ ， 600メ3.
25. 111.Ufll 卜."Gの""G.!0のも小山鱗n. スンフ t~~" 純紋を l~わす. 500メ3.
26. 1友:."jlのドもと分l'i"Gの"[l，ljのilt(1 をぷわす 600x3.
27. 版 ;'~1;小明色のスンア原本 600 メ 3.
28. Nutriaの版Eと merino1'-1この比校 merino下"'Gは約 30μ，Nutria のfl1州I~ はJI江主で 10ー
12". 600メ3.
29. i，y:"j;ドものと光(スンフ紅、本)，"G小t日はJlJ筒状にj虫絞している.600x3. 





OTAlSHI; Pelage of Nutria 
30. 1'r部下も，600x3， aは毛州，bはE.%，cはも札 dは毛」tiの先端で毛-c，下町，;の黒色毛:c
は2次長IJfi[lJ1三包の新生したもので後紋8ではない.'Ie後3ヶ月幻1)~i決 .
31. ni(jS下毛繊維， もfl'il~S ， J 50 x 3. 
32. 'I'f部下毛， 600x3， rvIiTiはやや+'11内flJ1C:メはlド心にある.
3. 1'f部下毛のスンフ版本.600x3， 8小山はljljt:f状でPJ筒形の県も日1となり最早切らかな純紋型
のものは少ない.
34. 'I'f部下毛の8.!l~ ， 600x3，悩目は符曲l付側lこ{lliっている
35. n部下毛の毛」15スンフ版本，+'111内fllと明らかに純紋脱線がある.
36. 生後 2 ヶ月 i}J!'決のí'r)~S8/!"f. . 600 x 3 ， これは脂肪lTi>Iで |山，jfillJのも ~~8包は例有に集結している .
iZt反面では7B!.lょ型以下の小型81!'rであるとJil;.とされ，1山，jfilJもは分1此域にある.
37. 1~部下毛のも似スンフ村:本 . 600x3. 
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むTA間 1;Pelas巴 ofNutria 
38. i"f部第2上主.81毛2.6-3.0cm 明度 3 のIljJ~Bので先で悩買が)ú湖、の断続をぶしている郎分，
花l0.?+~ . 黄色ぷ頼校がìlI(1 する Me 向jは悩rrの1良跡， なお悩目細胞は 1 :刈である.
39. II1JBftlj. 150x3. 
40.同H1t150x3. 
41. x叩は38の部分.E:と 150x3.
42. 同毛だの '11火 !~l. 150 x 3. 即ちりJ!t，~g: .
43. 同EJ15と毛!J'J'jの境. ド)jの/Iì~'，';lよ !~5は尚i~ピぷ1叫~:の ilt(U多hlをj~わす.
44. liljB~のスンフ+:;川、 . 600x3 
45. 同毛~， J訓，¥105，" 600x3. 
46.同毛州のスンフおI[本.600x3. 
47.同E州，例制 72.9μ600x3.
48. JIU部第2上8.Hミ2.1 2.5cm. 600x3.主州l'.j5のスンア松川、.
49. I"jモ附.600x3.州申i，¥a 90.9μ，側恥ic=63.9μ 
50. 1司121iEのスン7 t~'l _，jl: . 600 x 3.
51. 同毛A，600x3， ~恥i a= 125.1μ. c 53. I μ，腹部8%の悩1'lの耐liは背部のそれに比して極
端に1*い.
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52.小噌第2上色の主党!.::!fl~日 36.9 μ. 600x3. 
53. 同主制，州耐，:31.5μ. 600x3. 52. 53 はBl~ 2. 1-2.5 cmで分岐域を脱した小型り11色であ
る.
54. 55. は1':.1~ 2.6-3.0 cmの7'i'[;の小引砂j!:H:.の"'8!t."'81j'iである.1t;恥:58.5μ. li'jI'，: 53.1μ 
である.
56. 57.は 52(1':.!t). 53 ("'8州)のスンフリ~~I~-+.:で毛小山而を点わす.600x3. 
58. 59.は 54(8!t). 55 (定例)のスンプ版本.600x3. 
60. 7 'í' i~íW 1上主， II~'~.%も， もJ~ 7.5-8.0cm 毛!tのスンフ+::: ~" 600 <3. 
61. I，im!t. J1t¥.!t. .!f恥:a=161.1μ.I~j.:g;なし . 600x3. 
62.同1':.州のスンフ版本.600x3. 
63. I日m州.Wi$I，: aニ 134.1μ.




64. i'y ;~l 1:ものも己の長制IJfHlfi，J民主J;R悶lち似状主球化の開始，150x3.5. 
65. I> im~の邦大Ml~-f， 600 x 3.5 ， 以jJJJ~1 初 191の上l主主十ミと1'; :;'UïIîをぷわす . 〉〈印はffJ化細胞の核で
~M!]èJf; ， .mはfrj 化作1[:後J1:1 'li:'iの核で球Jf~ ， 砂印はこの辺りが上山家のfrj 化ι止域を， 図印は
|人HH刊をノj、す.[. r:fl は伎町~，+;をノl、す . i~~~~ ~~5はfrJ 化せず， むしろ分裂WlM したがig昨な細胞で
ある . これが次代のt;:!1òとなる LI山t~である .
6. j'y:"lji上ものもυのま日新/[1[，x印は HaarstengeJをぶす，150x3.5. 
67. -t'r:;ji上ものjlfJI.JOIの初jめで邦大すれば72のようになり， [I ， jと :"Ijí上伶の凶j巴細胞を~む毛舟j占は
i，可1tとなる.
68 小明治 2 上主の以J足 J~I ， 上!主治 d はまミ納 [1 'である . aは1日1応， bは起毛筋， x印は Haarstengel
である，600)( 3. 5. 
69. 'ir;jiと1':の休1:~Iのも包， 7 1 にそのH\JL礼日'fiとその七位に休 IL[;/:]:J，~が引われている ， 600x 
3.5. 
70. j'y i~í 上ものïIJ:/j:_ tjl のも包， 150メ3.5，74にその手LJifiと1':f:J )，~をノI、す 宇LJiJiは紡錘}~Iとなり
Haarstengelに沿ってドi年[1'である.
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71~74 ， これて与は上述のように礼liJI，600 x.8， 毛 I:j:)，lの休 I I:J~Jより i呼生!日jをぶ J- ，
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75. T'f部上もの換1':.，150x3，後指名Eはf，R栓Eより刊EにJtri"'.
76. ~とに材1T:.WIより点以1(liに別われてがIfÊの列に人らんとする ， 50x4. 
77. ，fU状1三似，600x5，、I'.JI]化状態の被似細胞(①I:Jl，capsul巴 cels)と1':1j'状にJi化した中Illfiの
毛HM求とが緊慌にI物みのっている.
78. 76の邦大[.:<1. 150x3， a はHW~ 1':.以 ， bはi針1tyJJLcは1':.竹のJit:J丘，x nHiJJ¥'ili，をノj;-;-. 
79. ;:(1 1上1':.(1(1必1':.)の毛球， 600〆3，l:~がJt'[:.I [1の主球， xl-Vは1こ小山の抜がりJI日1である.
80. 78 の換~'I 'の JJ\'í服 j\Lの像， xl-1JはJ¥'ii路，aは似状主似，bは3のものもと;t，cは1':.1';のJicJu，
後紋~'iIJX~似に、Hi してプtri して， 成主に触れていない も竹内にtl¥て初めて1父Eと会して
いる.乙れに似Jj'jの状態のも包挑断iliである次の 81，82， 83もり]らかである.
81. 1~1ぷ 1(líの対'1:.もの状態をぷわす， 600メ3.
82. これではも竹の下氏においてへ7 トキシリン色+~が多くÌ'J;j.殺している (xr1J) . 1&1':.とY，)J1':.は
明らかに:41tれている，600x3. 
83. ;WL一巳米の1J()J}1 IDíl 卜(也に当る成主似を火;えている被 l政と ýJJ~とをIJH泌している細胞はi，1i Jtであ
る，600x3. 





OTAISHI: Pelage of NutJia 
84 腹部下毛のスンプ村~~本 ， 600x5. 
85. I岐部下'f.，州中川 11.7μ，600x5. 
86 下毛の毛球附i而，600X7. 




89. x印は腹部下毛のE球上位で毛小!文絞 1i!l;し (arl J ). 毛制の木jfJ 化l~l ， ~i，\ 13.5 /'， 1'1化後州中日
9.911.で以小位の下もである，600x7. 
90.腹部8lt下.Ilfi腺下位.600x7， X阿jは下毛の"'(jj/ (JiJ化後)の ls.li1ilfiである.86， 87と比較
して毛球より上ブjに至る細胞の変遷を対照する.



















91. 卜ELJJーのもf去のド|年をj~~ す， 600;く3.
92. ド EL2のぷj弘 IDJを t~わす， 600/'.3， x l'IJ は 1"L~flと LI:}')'~をノJ;す.
93. 卜Eの幻'rf:JJlITJ， 600〆3，aは!ぷUJLbは役割HJrr:をぷす.




96. í' 'f :'~5 仁 Eの U}i:'~51点以 '1'の Eυ， L l;J)'" 600 /'.4， jrJ fヒ :~5í\'L{士 a = b c=d， )くは a>bc>d， 
b 27.9μ，d 11.7μ. 
97. '1役2ケ)J幼以の背伐の Ll;JJ'， ， 150〆3，a {;};J点 Ul~ ， b {ま{金制，yJ)"6， c (十起HJj，dは肝l
J-る.
1'-/， GjO.に対して後紋屯 G2C (;tJ肥大している.Ji[r，oI'J step.up をj~わす.分，1止も以上とJíf íと
98. .，'r :"¥1) l:.lこ， 主的 :\15 成 l~'1の"62，L切)'，.で(ll'JI"il(Iを削る.f(J化m5位 b=33.3μ，d ~ 15. 3μ， 
600、4.
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98 
99. I"flif5仁も， IY J .'E毛のも民)~5成kl l lのE包， 600 -< 4， .'E ~I.\ifl i を S 切n で仰る a 85.5μ， b ~ 
53.1μ. 
100. 1T"8上"8の"8制部成長11のB包，"8ft1jのil二川1(liを S切J.1で仰る，600x4. 
10 1. 1Tl;i5~l 2 上も， "8糾の Jq 化羽51立の IR 切nーをfl&る ， 600x4， jfl化，JI行J~Mil: a=92.7 1'， b= 
49.5 l'C 63.9 1'， dニ 17.tμ. 
102. -l'f郎砂J .'E上主， 毛!t}~iS成klj lの"8包 ， .'E1!リl耐rIliliを LI;JJ!'J.で削る.b 80.1μ， d 20.7μ， 600 
x3. 
103. 1ri~5上毛， 毛11lj部IJ.X:l~1'のも包を L切nで矧る.hI1側恥¥62.1/'， Jif:Áと jllj~lli98.4μ， 600x3. 
104 上主のも包，.'E1Yl:g:成長11のも eよである.切断小kのため，JUJち斜附のl，lj栄光き制1りとなり
栓"BJ切のも球のようであるが，細胞の変化のJtそは判明する，150x3. 
105. もJ15郎l点1~r1 1の毛~で ， 104と同条件にある 150x3. 
106. 101の背部郊 2上ものも附の木f(J化部fi'Lで， "8 f:求上)~5で a ニ 80 . 1 μ ， b=62.1μ， c~44 . 1 μ， 
d=20.7μ， t:i ;j~作製 1 1 1宣言紛の似跡あり ， 600x4. 
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107. ~1 1 上ものlIì'i.ít"ß lR切)'，'，600X4， J行l路上位のjfJ化部(iL，a= 139.5μ， b=58.5μ，c=89.1μ， 
d=11.7μ. 
108.同上のも球上位である，a= 143 . 1 μ b=94.5μc ~ 7 1. 1 μ， d= 17.1μ， 600x4. 
109. í'ÿi~íW 1上""t， IYJ .ít毛の!l~IYJ ':;~の lR 切れ ， IJfil路上位のJfJ化mi位，aι215.1μ， b 74.7μ， 
c= 164.7μ，d 17.1μ， 600x3. 
110. j''fl'¥ii小型L，C:fl!ilぷ1<'1 'のも~， 600〆:4JrJ (ヒ， Jni以(v.，a=36，9μ， b 27，9μ， cニ 18.9μ，
d=8，1μ. 
111 向上木frJ化，もほ上位，a→40.5，"， b=3.l5μCニ 1.7"，d ~ 1 ，7μ，悩fの抜は 2j川IYJIl!:t
である.
112 版lij上EのJtlりJ': l~ の 区 断1(li ， 601)( 3， JrJ化liji(u:の附1(に礼凶色にj[[い淡此色刷いーをぶわす.
113， "t!主の来IYJ，:g，~;:ffJ (ヒ，1;f:求上位，600x3， 112 の木ffJ化 i~í (l'r.ではない a 98.1 μ， b=65.7" 
""s小山，成立，悩tlてらの細胞核j杉'tTは以来している.
114， 版印小型上EのH'f[:~斗の lR 断 1(li ， jfJ化，'InID;~hL ， a b 27，9"， c dニ15.3 "， 600.>( 5. 5. 
11 5，同上IJお~jí""ß包の""ßf;R上位 lR ~Jil(li ， 600.>( 5.5， aニb~ 29 . 7μ， c d 1.7"，悩1'[の核は l削
IYJドlで左)jの l制liJt点を変えると現われ，災厄に/I'tiミする.悩lTiの細胞はlEしく 1JIJに故
んでいない.おそらくjJIIIからはジクサ、グに列が乱れている.
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116. J点以fT部毛n干の S切!'r'，600x4.5，とれは{lil毛点の l郎であるが， 凡て~I:fは九i][;(ζ降下し
てl幻l削除位より上)jで毛点を結成して分出!fし， I~キドするとJたにも包は介流して 1)i ~\して/I:. "E
~の免/1:， 11 与と lól綴 lこ~f，RmSは1jl}J![!して米て ， "E/!'[.の似l;咋である 3));(e包がHI践して以深川iに
とどまることは区切}'，と対照してゆjらかである.
117. 12)1の!点以??毛/!下，600X4， M大 15é~~ /!下引にl凶する é/!"f.であ るが， 前)jの小毛止と 2 側をJJrI
えて16e;.kH下である.11央"E，{llil毛J~(ζ幻J主で， 同じ~竹lと対/1 していた成~が脱法した/I'í
i乏のように毛n~は絞んでいる . イì{llilもはややE竹が引き緊っているが. いづれも同級に上é
の主党;下位のtJ~断1(liをぷわしている . 切断j加支はぷI(IÎよりやや卜 1立にある.
18. 7 Jlの成1')};1'T毛/!下，600x4， M.k 151:点il'tJt! (ζ近い13e.lk毛/l下である.!I央e，{llilVじに成
~でé似の部分の断I(IÎを小している .切断深!支はJ毛皮 I(IÎIこ Jt している.
19. /Hを 8 ケ )j版~HFの Iß. 切!'r ' ， 600x4， ' 1 '火~， /r.~WÊ;は共lこ上もの!frYHgの断(ÚÎをぷわして
土Jちであり，Jt(こlぶBが1見終後川のないζ とを物;??勺ている.イdl1m はJ&eでl相r[(IはE似却
をぷわしている 前)Jの 5 ~止とは同じ~/!'t系のものではない .
120. 4ケ)J 幼以の版郎~/!下， 600 x 3.
121. 1 2 )J )Jx!')};1 'flÌjS~/!下の 1 ;~S ， 600 x 6. 下é~の 3_i1!'I:. -，; 'Ll.を.i.~わす ， J~J ち 1，，1 じ1:;:ょに G "O，
G 1 1 1- ]O， G 1 1叫c. の ヌ éll l: f\:を~んでいる . よって3j!.l! '1 モむのJUJを TGnO，G" 10， G" C. 
とする.
122.欠|徐.
123. i''TliIS毛/!'[.の S切n'，600〆4.5，1行j}jlf立の上)Jでは 2-';点に分自1している.
124. 桁l民!は毛~~の外 ICはみ 11\ している . 600x4.5. 
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125~J 132. 本論qlに下述していろ.イi{Jl1の1::，~~円 IJ反1:: 6，プUiL3， 0，;J-9 主主h"qLの1::，j~である
が，11);)(>1:では 132の上うに対1::2， 1tTi L 1 (ふ')Lでr:l 'i "i~乙夫九していろ . 1Z7i は
弛み，&1こが悦決後J!'dのないことをぷわしている.
133-134. 12)J J&吠のí"fi~SLHf， 150 3.5， 600 .3， 11リとものみが 1:c:で他のも取の'I:.V金紋1::は
凡て分以モとlztめられる.冬IDJの1こ点ドモiJ多く 134においてバ 13と14H，'i ，j~の 2 1::
~~である . その多くは!成1::で Iliめられている .
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135~ 138， I七後2ヶ凡幼!状のE:.trJ'の解体をノJ~す . 600x3，山I(Iに除するEバとでは1UfE:.1， I&"f. 2， 
~ 1 - 3 ê対f~~のようであるが， JI削除f，'[ )くその ド位とW[i欠に切りドげるに従って以後に成
毛 2，，'(s 1，幼e2の 51三が引われ，2 i欠1，¥ljfl[l]"f;;:よの新'1'_;を物J1っている.
139， 142. 3カ)JýJJ!状のï'T ~~j S "f; ll'f.. 150x3， 600 x 3 .2 乙れはJIi'i Jj)jl(，j:で IV J らかに"f;~~を数えりないが，
，¥I][JlI]eと見倣されるも包に TGIO，G20， G3C の 3jcli'I:_毛点があり，乙のG3C はIV]
えーもの_!fIYHI~ の断Ifliで仰 2 上"Lなることが'I'IJ Iリ lする .
140， 143. ~I 後 3 ケ )J の í"nr.jSê /l下 ， 150X3， 600x3.2，これはJI行1民1トf!Lをj-:.わして，L~~~jはイ、 IljJ
であるが '1 1 ~"f;のみ上Bで， 1山，ifl[]"f.は分1ムlりJ%l三む!'tの小川"f;である 卜んの虫色卜ち
は 2i欠1，¥Ij{l[I]"f;の桁'1も包である
141. J点以の1T :~S1:;tr(. ，れも!主より検j:tL 150>< 3. 
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